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東
京
運
輸
支
局
と
東
京
労

働
局
は
７
月
13
日
、新
宿
区

の
東
京
貨
物
運
送
健
康
保
険

組
合
会
館
で
、
第
１
回「
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
東
京

都
地
方
協
議
会
」を
開
催
し

た
。
同
日
は
協
議
会
運
営
や

長
時
間
労
働
の
実
態
調
査
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、今
後

の
対
応
策
を
め
ぐ
っ
て
意
見

交
換
し
た
。

　

労
働
基
準
法
改
正
に
よ

り
、中
小
企
業
に
も
月
60
時

間
超
の
時
間
外
労
働
の
法
定

割
増
賃
金
率（
50
％
）が
適

用
さ
れ
れ
ば
、長
時
間
労
働

が
多
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

　厚生労働省は「安全週間」
（７月１～７日）最終日の７
月７日、岡崎淳一労働基準
局長による物流拠点の安全
パトロールを行った。
　第12次労働災害防止計画

（平成25 ～ 29年度）の目標
達成に向けて、労災防止へ
の取り組みの一環として、
重点対策業種に対する注意
喚起と安全意識の啓発のた
め、実施したもの。
　同日は、埼玉県吉見町のコ
カ・コーライーストジャパン
プロダクツの埼玉工場・倉
庫および配送センターを訪
れ、清涼飲料水の出庫に伴
う荷役作業の安全対策を中
心にパトロー
ルした。
　なお、パト
ロールには全
日本トラック
協会から齋藤
直也常務理事
などが同行し
た。

会
を
設
置
し
て
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も

の
。

　
業
界
に
お
け
る
長
時
間
労

働
の
背
景
に
は
、荷
主
企
業

の
都
合
に
よ
る「
手
待
ち
時

間
」
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

事
業
者
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
改
善
が
難
し
く
、荷
主
企

業
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み

が
不
可
欠
な
た
め
だ
。

　
中
央
協
議
会
は
既
に
５
月

20
日
に
開
催
さ
れ
た
が
、関

東
に
お
け
る
地
方
協
議
会
開

催
は
東
京
が
初
め
て
。
協
議

会
は
各
界
か
ら
の
委
員
23
人

で
構
成
し
、運
営
事
務
は
東

運
支
局
と
東
労
局
、お
よ
び

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
共

同
で
担
当
す
る
。

　
荷
主
側
の
委
員
は
東
京
商

工
会
議
所
な
ど
経
済
団
体
、

お
よ
び
ア
ス
ク
ル
・
三
井
食

品
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
物
流
・

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
・
全
農
物
流
・
Ａ
Ｇ

Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
各
企

業
。ト
ラ
ッ
ク
業
界
か
ら
は
、

東
ト
協
の
浅
井
隆
・
天
野
智

義
・
千
原
武
美
各
副
会
長
な

ど
が
参
画
。
ま
た
行
政
側
の

委
員
と
し
て
は
又
野
己
知
関

東
運
輸
局
長
、西
岸
正
人
東

労
局
長
な
ど
。

　

同
日
の
協
議
会
は
、高
橋

哲
哉
東
運
支
局
長
が
座
長
と

し
て
議
事
を
進
行
。
労
基
法

改
正
に
よ
る
割
増
賃
金
率
引

き
上
げ
な
ど
に
関
す
る
説
明

が
行
わ
れ
た
後
、長
時
間
労

働
の
実
態
調
査
案
に
つ
い
て

審
議
・
了
承
し
た
。

　
実
態
調
査
は
東
京
の
事
業

者
数
な
ど
を
考
慮
し
、30
社

（
１
社
５
人
）１
５
０
人
を
対

象
と
し
、９
月
に
１
週
間
分

（
７
日
間
）の
労
働
実
態
に

つ
い
て
、運
転
日
報
よ
り
詳

し
い
内
容
で
調
査
す
る
。

　
今
後
の
対
応
を
め
ぐ
る
意

見
交
換
で
は
、
荷

主
側
の
委
員
か
ら

運
転
者
不
足
の
深

刻
化
と
あ
わ
せ
て
、物
流
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

の
滞
留
・
待
機
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
、ウ
ェ
ブ
で
事
前
調

整
す
る
仕
組
み
に
よ
り
、改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
委
員
は

協
議
会
設
置
の
意
義
を
評
価

し
な
が
ら
も
、手
待
ち
時
間

な
ど
の
問
題
は
多
く
の
場
合

「
荷
主
側
の
問
題
を
解
決
し

な
い
と
、我
々
が
努
力
し
て

も
改
善
で
き
な
い
。
た
だ
、

な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」
な
ど
と
指
摘
し
、
荷
主

側
に
理
解
と
協
力
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、運
輸
関
係
労
働
組

合
の
委
員
は
、深
刻
化
す
る

運
転
者
不
足
対
策
に
は
賃
金

な
ど
待
遇
を
改
善
す
る
必
要

が
あ
る
が
、そ
の
た
め
に
は

「
適
正
な
運
賃
・
料
金
が
収

受
で
き
な
い
と
難
し
い
」な

ど
と
指
摘
し
た
。

　

協
議
会
で
は
今
後
、実
態

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対
策

を
検
討
し
、そ
の
実
証
実
験

と
し
て
28
年
度
か
ら
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
行
う
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
16
日
に
開
催
し
た
常
任

理
事
会
で
、平
成
28
年
度
税

制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
要

望
事
項
を
決
定
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、軽
油
引
取
税
の

旧
暫
定
税
率
分
の
廃
止
を
求

め
る
と
と
も
に
、28
年
度
末

で
期
限
切
れ
と
な
る
高
速
道

路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
最
大
５
割
引
の
恒
久
化
な

ど
を
要
望
す
る
方
針
だ
。

　

業
界
で
は
か
ね
て
、過
重

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
自
動

車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
を
求
め
て
い
る
が
、軽
油

引
取
税
に
つ
い
て
は
、上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
旧
暫
定
税
率

が「
当
分
の
間
税
率
」
と
し

て
維
持
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

【
税
制
改
正
】

　
１　
自
動
車
関
係
諸
税
の

簡
素
化
・
軽
減
の
実
現

　

①
一
般
財
源
化
に
よ
り

課
税
根
拠
を
失
っ
た
軽
油
引

取
税
に
つ
い
て
旧
暫
定
税
率

の
廃
止

　

②
自
動
車
税
に
お
け
る

営
自
格
差
見
直
し
反
対

　

③
自
動
車
税
に
お
け
る

環
境
性
能
課
税（
環
境
性
能

割
）の
軽
減

　

④
自
動
車
重
量
税
の
道

路
特
定
財
源
化

　
２　
法
人
実
効
税
率
引
き

下
げ
に
伴
う
代
替
財
源
に
係

る
中
小
企
業
へ
の
負
担
増
大

  

国
土
交
通
省
人
事

　
　
　
　
　
　
（
７
月
10
日
）

　
自
動
車
局
貨
物
課
長
補
佐

（
大
臣
官
房
人
事
課
付
）
福

田
ゆ
き
の

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
東
京
主
管

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、使
途
の
一
般

財
源
化
に
伴
い
課
税
根
拠
が

失
わ
れ
、
ま
た「
税
負
担
の

公
平
」の
原
則
に
著
し
く
反

す
る
と
し
て
、少
な
く
と
も

旧
暫
定
税
率
相
当
分
の
廃
止

を
引
き
続
き
求
め
る
方
針
。

　
予
算
関
連
の
要
望
事
項
で

は
、高
速
道
路
料
金
の
さ
ら

な
る
引
き
下
げ
を
要
望
し
、

特
に
大
口
・
多
頻
度
割
引
最

大
５
割
引
の
恒
久
化
を
求
め

る
方
針
。

　

最
大
割
引
率
に
つ
い
て

は
、26
年
度
補
正
予
算
に
よ

り
割
引
率
を
１
割
上
乗
せ
す

る
措
置
が
１
年
間
延
長
さ
れ

た
が
、本
予
算
に
計
上
し
恒

久
化
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
、最
大
５
割
引
を
は

じ
め
と
し
て
、高
速
料
金
の

引
き
下
げ
に
向
け
た
財
源
の

確
保
方
策
と
し
て
、国
費
の

投
入
や
自
動
車
重
量
税
に
よ

る
財
源
確
保
、償
還
期
限
の

延
長
、高
速
道
路
用
地
を
国

有
と
す
る
こ
と
に
よ
る
債
務

削
減
な
ど
を
要
望
す
る
。

　

今
後
、８
月
か
ら
年
末
に

か
け
て
、衆
・
参
議
院
国
土

交
通
委
員
長
、自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
や

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員

懇
話
会
、お
よ
び
国
土
交
通

省
な
ど
に
対
し
要
望
活
動
を

展
開
。
今
秋
に
は「
業
界
要

望
を
実
現
す
る
会
」を
開
催

し
、与
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
な

ど
に
実
現
を
訴
え
る
方
針
。

反
対

　
３　
優
遇
措
置
の
延
長

　
① 

自
動
車
税（
グ
リ
ー
ン

化
特
例
）の
延
長

　

② 

環
境
関
連
投
資
促
進

税
制（
グ
リ
ー
ン
投
資
減
税
）

の
延
長

　
③ 

雇
用
促
進
税
制
の
延
長

　
④ 

少
額
資
産
即
時
償
却
の

延
長

　
４　
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運

営
す
る
地
域
防
災
・
災
害
対

策
関
連
施
設
な
ど
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の

適
用

【
予
算
関
連
】

　
１　
高
速
道
路
料
金
の
さ

ら
な
る
引
き
下
げ

　
① 

大
口
・
多
頻
度
割
引
最

大
50
％
の
恒
久
化

　
② 

長
距
離
逓
減
制
の
割
引

区
分
お
よ
び
割
引
率
の
拡
大

　

③ 

営
業
車
用
料
金
体
系

の
創
設

　
④ 

深
夜
割
引
の
拡
充

　
⑤ 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド

利
用
の
平
日
朝
夕
割
引
に
お

け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
へ

の
適
用

　

⑥ 

本
四
高
速
に
お
け
る

割
引
の
拡
充

　

⑦ 

首
都
高
速
に
お
け
る

大
口
・
多
頻
度
割
引
、会
社

間
乗
継
割
引
な
ど
の
継
続

　
２　
環
境
対
策
お
よ
び
省

エ
ネ
対
策
の
た
め
の
補
助

　

① 

石
油
石
炭
税
に
係
る

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
課
税
の
特
例
」の
引
き
上

げ
に
伴
う
補
助
の
拡
充

　

② 

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

の
普
及
に
係
る
補
助

　
⑴
天
然
ガ
ス
供
給
施
設
の

設
置
に
対
す
る
補
助
の
創
設

　
⑵
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
に

対
す
る
補
助
の
継
続

　
３　
交
通
安
全
対
策
の
た

め
の
補
助

　
①
Ａ
Ｓ
Ｖ（
先
進
安
全
自

動
車
）関
連
機
器
の
導
入
に

対
す
る
補
助
の
継
続
お
よ
び

増
額

　
② 

運
行
記
録
計
、ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
運
行
管

理
支
援
機
器
の
導
入
に
対
す

る
補
助
の
継
続
お
よ
び
増
額

　
４　
長
時
間
労
働
抑
制
の

た
め
の
諸
対
策
に
係
る
補

助
・
助
成
の
拡
充

　
５　
北
海
道
～
本
州
間
の

フ
ェ
リ
ー
な
ど
利
用
に
対
す

る
補
助
・
助
成
の
創
設

　
６　
軽
油
イ
ン
タ
ン
ク
新

設
に
対
す
る
補
助
の
継
続
な

ど

支
所
は
８
月
28
日
か
ら
、平

成
27
年
度
運
行
管
理
者
等
一

般
講
習
会（
後
期
分
）の
受

講
予
約
を
受
け
付
け
る
。
予

約
受
付
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
を
優
先
す
る
。
各
講
習

の
講
習
日
・
会
場
・
定
員（
貨

物
）は
表
の
通
り
。
各
会
場

と
も
に
先
着
順（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切

る
）。

　
▽
講
習
手
数
料
＝
３

１
０
０
円

　
▽
講
習
時
間
＝
午
前

10
時
15
分
～
午
後
４
時

15
分

　
▽
受
講
対
象
＝
①
運

行
管
理
者
に
選
任
さ
れ

26
年
度
中
に
講
習
を
未

受
講
の
者
、②
新
た
に

選
任
さ
れ
た
運
行
管
理

者（
基
礎
講
習
受
講
者
）、

③
運
輸
支
局
か
ら
特
別

講
習
の
受
講
通
知
を
受

な
ど
で
受
講
を
希
望
す
る
者

　

▽
受
講
予
約
の
方
法
＝

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nasva.

go.jp

）の「
講
習
の
ご
予
約
」

に
ア
ク
セ
ス
し
て
予
約
。
予

約
完
了
時
に「
ナ
ス
バ
講
習

予
約
確
認
書
」を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
、講
習
当
日
に
持

参
　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
が
で
き
な
い
場
合
、別
途
、

電
話
な
ど
で
対
応
す
る

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
東
京
主
管
支
所
・
指

導
講
習
担
当（
☎
03
・
３
６

２
１
・
９
９
４
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ

03
・
３
６
２
１
・
９
９
４
４
）

    　

関
東
運
輸
局
は
７
月
14

日
、栃
木
県
足
利
市
の
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
・

児
嶋
荷
役
に
対
し
て
、事
業

停
止
処
分
を
下
し
た
。

　

処
分
内
容
は
、同
社
の
本

社
営
業
所
に
つ
い
て
、７
月

15
日
か
ら
30
日
間
事
業
停

止
、お
よ
び
車
両
停
止
60
日

車
。
こ
の
処
分
に
よ
る
違
反

点
数
は
36
点
。

　
地
方
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
か
ら
の

速
報
に
よ
り
、運
行
管
理
者

が
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な

い
と
疑
わ
れ
る
と
し
て
監
査

を
実
施
し
た
結
果
、運
行
管

理
者
の
選
任
違
反
の
ほ
か
、

７
件
の
法
令
違
反
が
判
明
し

た
た
め
、事
業
停
止
処
分
と

し
た
。

で
は
、
人
件

費
の
増
大
な

ど
大
き
な
影

響
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め

長
時
間
労
働

抑
制
の
た
め

の
環
境
整
備

に
向
け
て
、

中
央
お
よ
び

各
都
道
府
県

に
、
ト
ラ
ッ

ク
業
界
と
荷

主
業
界
、
関

係
行
政
な
ど

に
よ
る
協
議

け
た
運
行
管
理
者
、も
し
く

は
死
者
ま
た
は
重
傷
者
を
生

じ
た
事
故
を
惹
起
し
た
営
業

所
、お
よ
び
道
路
運
送
法
等

関
係
法
令
違
反
で
特
別
講
習

の
受
講
通
知
を
受
け
た
営
業

所
で
選
任
さ
れ
た
運
行
管
理

者
、④
運
行
管
理
の
補
助
者

 

全
ト
協

運管一般講習
予約８月28日から

28
年
度

税
制
改
正
・
予
算
要
望

労
基
局
長
、安
全
週
間
で

物
流
拠
点
を
パ
ト
ロ
ー
ル

厚 労 省

「東京都地方協議会」

軽
油「
旧
暫
定
税
率
」廃
止
を

高
速
最
大
５
割
引
の
恒
久
化

ＮＡＳＶＡ

  

関
東
運
輸
局

栃
木
県
の
事
業
者

30
日
間
事
業
停
止

１
５
０
人
対
象

に
実
態
調
査

荷
主
側
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠

取引環境・労働時間改善へ 東
京
運
輸
支
局

東
京
労
働
局

 27年度  運行管理者等一般講習会の日程と会場 （後期分）
講 習 日 会 場 定 員

10 月 8日（木）、9日（金）
11月 26日（木）、27日（金） 東京都トラック総合会館 140人

10月14日（水）、21日（水）、23日（金）
11月 19日（木）、20日（金）
平成 28年 3月 3日（木）

東京トラック事業健保会館 190人

10月28日（水） 府中グリーンプラザ大会議室 190人

11月 5日（木）、6日（金） 板橋区立文化会館大会議室 200人

11月 10日（火）、13日（金） 日立物流サン・アンド・サンホール 190人

第1084号 （２）総 合２０15年（平成27年） ７月25日



　

７
月
13
日
に
発
足
し

た「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
取
引
環
境
・
労
働

時
間
改
善
東
京
都
地
方

協
議
会
」
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
30
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
各
５
人
ず
つ
計

１
５
０
人
を
対
象
と
し
た

実
態
調
査
を
、
９
月
に
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

調
査
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
お
け
る
労
働
時
間

の
内
訳
、
手
待
ち
時
間
の

詳
細
、
荷
役
契
約
の
有
無

な
ど
、
長
時
間
労
働
の
実

態
と
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
取
引
慣
行
の
改
善
な

ど
労
働
時
間
短
縮
の
た
め

の
対
策
の
検
討
に
役
立
て

を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。

　

東
京
都
地
方
協
議
会
で

は「
残
業
が
少
な
く
な
れ

ば
、
運
転
者
の
給
料
は
下

が
る
。
賃
金
を
ア
ッ
プ
し

な
い
限
り
、
運
転
者
確
保

も
輸
送
の
効
率
化
も
図
れ

な
い
」と
い
っ
た
発
言
が
あ

り
、
他
の
委
員
か
ら
も
荷

主
側
の
理
解
を
求
め
る
意

見
が
相
次
い
だ
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
で
ト

ラ
ッ
ク
の
確
保
が
ま
ま
な

ら
な
い
中
、
荷
主
に
と
っ

て
も
必
要
な
輸
送
力
の
確

保
は
至
上
命
題
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
の
改
善

が
不
可
避
だ
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

            

伊
集
院  

豪 

）

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
始
業
時

間
に
始
ま
り
、
発
荷
主
側

で
の
手
待
ち
と
荷
役
の
実

態
、
運
転
時
間
、
着
荷
主

側
で
の
手
待
ち
と
荷
役
、

終
業
時
間
ま
で
を
調
べ

る
。
９
月
14
日
か
ら
20
日

ま
で
の
１
週
間
分
の
デ
ー

タ
が
対
象
で
、
運
転
日
報

を
よ
り
詳
し
く
記
載
す
る

内
容
の
も
の
。

　

年
内
に
集
計・分
析
し
、

年
明
け
の
中
央
協
議
会
お

よ
び
地
方
協
議
会
に
結
果

を
報
告
す
る
。

　

政
府
は
今
国
会
に
、
月

60
時
間
超
の
時
間
外
労
働

に
対
す
る
法
定
割
増
賃
金
率

（
50
％
）を
中
小
企
業
に
も

適
用
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
、
労
働
基
準
法
改
正
法
案

を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
代

表
業
種
で
あ
る
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
労
働
時
間
の
短
縮

に
、
厚
生
労
働
・
国
土
交
通

両
省
が
中
心
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
わ
が

国
製
造
業
は
デ
フ
レ
と
円
高

の
中
で
生
産
効
率
を
高
め
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
そ
の
い
わ
ば
代
償
と
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
手
待

ち
時
間
な
ど
が
商
慣
行
と
し

て
定
着
し
て
き
た
。

　

一
方
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

推
進
す
る
安
倍
政
権
と
し
て

は
、
労
働
者
の
賃
上
げ
を

リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、

働
き
方
そ
の
も
の
に
も
メ

ス
を
入
れ
、
働
き
過
ぎ
防

止
の
た
め
の
法
制
度
整

備
、
裁
量
労
働
制
の
見
直

し
な
ど
を
労
基
法
改
正
法

案
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

労
働
者
の「
働
き
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
す
機
運

が
高
ま
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
長
時
間
労
働
が
放
置
さ

れ
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
つ
い
て
も
、
踏
み

込
ん
だ
取
り
組
み
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、賃
金
単
価
は
低
い
が
、

長
時
間
働
く
こ
と
で
収
入

を
確
保
し
て
き
た
側
面
が

あ
り
、
労
働
時
間
を
短
く

す
る
た
め
に
は
賃
金
単
価

　国を挙げてトラック運送事業の長
時間労働を改善しようという、取引環
境・労働時間改善地方協議会の発足
が本格化してきた。５月の中央協議
会のキックオフを受け、全47都道府県
に設置されるもので、７月13日の東
京・新潟を皮切りに、８月上・中旬に
かけて各地で立ち上げられる予定だ。
初年度の今年度は、９月にドライバー
５千人規模の実態調査を行い、年度内
に調査結果をまとめ、来年度に行うパ
イロット事業の内容を検討する。

　

東
京
運
輸
支
局
は
11
月

に
、自
動
車
運
送
事
業
運
行

管
理
者
・
整
備
管
理
者
各
表

彰
を
行
い
ま
す
。
各
会
員
事

業
所
に
お
け
る
表
彰
該
当
者

に
つ
い
て
、所
属
支
部
を
通

じ
て
９
月
４
日
㈮
ま
で
に
、

東
ト
協
本
部
に
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

　
◆
表
彰
の
範
囲

【
運
行
管
理
者
表
彰
】

　
（
１
）
運
行
管
理
者
と
し

て
10
年
以
上
に
わ
た
り
業
務

に
精
励
し
、運
行
管
理
者
の

業
務
を
適
確
に
実
施
し
て
お

り
、勤
務
状
態
が
優
良
な
者

（
連
続
し
て
10
年
、
同
一
事

業
者
に
勤
務
で
な
い
場
合
も

推
薦
可
）

　
（
２
）
平
成
22
年
４
月
１

日
を
起
算
日
と
し
て
、次
の

欠
格
事
由
が
な
い
者

　
①
運
転
者
に
よ
る
道
路
交

通
法
第
１
０
８
条
の
34
に
よ

り
通
報
の
あ
っ
た
事
故
・
違

反
に
つ
い
て
、運
行
管
理
上
、

最
も
責
任
の
あ
る
者

　
②
運
転
者
が
明
ら
か
に
第

一
当
事
者
と
な
る
自
動
車
事

故
報
告
規
則
第
２
条
に
規
定

す
る
事
故
に
つ
い
て
、運
行

管
理
上
、最
も
責
任
の
あ
る

者
　

※「
責
任
の
あ
る
者
」
と

は
、運
行
開
始
時
の
点
呼
や

指
示
を
行
っ
た
者
、自
動
車

事
故
報
告
書
の
運
行
管
理
者

欄
に
記
載
の
者
を
指
す

　
③
運
行
管
理
者
資
格
証
の

返
納
処
分
な
ど
を
受
け
た

者
、ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ

の
あ
る
者

　
④
当
該
営
業
所
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合

　
⑤
過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
故
無
違
反
で
、刑
罰
な

ど
が
な
い
者

【
整
備
管
理
者
表
彰
】

　
（
１
）
整
備
管
理
者
と
し

て
10
年
以
上
に
わ
た
り
業
務

に
精
励
し
、整
備
管
理
者
の

業
務
を
適
確
に
実
施
し
て
お

り
、勤
務
状
態
が
優
良
で
あ

る
者（
た
だ
し
直
近
５
年
間

は
同
一
事
業
所
に
継
続
勤
務

の
者
。
連
続
し
て
10
年
、
勤

務
で
な
い
場
合
も
推
薦
可
）

　
（
２
）
平
成
22
年
４
月
１

日
を
起
算
日
と
し
て
、次
の

欠
格
事
由
が
な
い
者

　
①
運
転
者
に
よ
る
道
路
交

通
法
第
１
０
８
条
の
34
に
よ

り
通
報
の
あ
っ
た
事
故（
自

動
車
の
装
置
の
故
障
が
主
た

る
原
因
の
も
の
に
限
る
）に

つ
い
て
、
整
備
管
理
上
、
最

も
責
任
の
あ
る
者

　
②
自
動
車
事
故
報
告
規
則

第
２
条
第
11
号
お
よ
び
第
12

号
に
規
定
す
る
事
故（
点
検

整
備
の
実
施
方
法
な
ど
が
不

適
切
な
場
合
に
限
る
）に
つ

い
て
、
整
備
管
理
上
、
最
も

責
任
の
あ
る
者

　

※「
責
任
の
あ
る
者
」
と

は
、当
該
車
両
の
運
行
開
始

時
に
運
行
可
否
決
定
を
行
っ

た
者
、ま
た
は
当
該
事
故
車

両
の
事
故
直
前
の
日
常
点
検

を
実
施
し
た
者
と
し
て
、日

常
点
検
表
の
整
備
管
理
者
欄

に
記
載
の
者
を
指
す

　
③
整
備
管
理
者
の
解
任
処

分
を
受
け
た
者
、ま
た
は
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

　
④
当
該
営
業
所
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合

　
⑤
過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
故
無
違
反
で
、刑
罰
な

　
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た

平
成
26
年
度「
過
労
死
等
の

労
災
補
償
状
況
」に
よ
る
と
、

脳・
心
臓
疾
患
と
精
神
障
害

厚 労 省
運送事業者向けに
雇用助成金パンフ

　厚生労働省は、トラッ
ク運転者の確保・定着の
ために活用できる、各種
の支援措置を紹介したパ
ンフレット「運送事業者
の皆様へ　人材の確保・
育成・定着への取組を応
援します‼」を作成し、
活用を促している。
　同省は国土交通省とと
もに５月末、慢性的に不足状態にあるトラック
運転者の確保対策をまとめたが、人材確保や職
場環境の改善、女性の就業促進など対策推進に
活用できる各種助成金について紹介したもの。
　また、雇用関係の各種助成金について紹介し
たパンフレット「平成27年度雇用関係助成金
のご案内～雇用の安定のために～」を作成して
おり、あわせて活用を呼びかけている。
　これらパンフレットの内容は厚労省ホームペ
ージを参照。

に
関
す
る
事
案
は
い
ず
れ
も
、

道
路
貨
物
運
送
業
の
補
償
支

給
決
定
件
数
が
最
も
多
く
、

運
転
者
な
ど
の
健
康
管
理
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
道
路
貨
物
運
送
業
に
お
け

る
脳
・
心
臓
疾
患
関
係
の
請

求
件
数
は
１
２
０
件
、支
給

決
定
件
数
は
77
件
で
、い
ず

れ
も
業
種
別
で
は
最
多
。職

種
別（
中
分
類
）に
み
て
も
、

自
動
車
運
転
従
事
者
の
請
求

件
数
が
１
４
３
件
、支
給
決

定
件
数
が
85
件
で
い
ず
れ
も

最
も
多
い
。

　
精
神
障
害
関
係
の
請
求
件

数
は
84
件
で
、業
種
別
で
は

３
番
目
に
多
く
、支
給
決
定

件
数
は
41
件
で
最
も
多
い
。

職
種
別
で
は
、自
動
車
運
転

従
事
者
の
請
求
件
数
は
71
件

で
３
番
目
に
多
く
、支
給
決

定
件
数
は
29
件
で
５
番
目
に

多
か
っ
た
。

　
全
業
種
で
は

脳
・
心
臓
疾
患

関
係
が
７
６
３

件（
前
年
比
21
件
減
）、支
給

決
定
件
数
は
２
７
７
件（
同

29
件
減
）で
、
そ
れ
ぞ
れ
３

年
連
続
、
２
年
連
続
の
減

少
。
こ
の
う
ち
死
亡
労
災
は

１
２
１
件
だ
っ
た
。

　

一
方
、精
神
障
害
関
係
の

労
災
補
償
事
案
が
増
加
し
て

お
り
、請
求
件
数
は
１
４
５

６
件（
同
47
件
増
）、支
給
決

定
件
数
は
４
９
７
件（
同
61

件
増
）で
、
い
ず
れ
も
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち

未
遂
を
含
む
自
殺
が
99
件
あ

っ
た
。

ど
が
な
い
者

　
◆
各
表
彰
の
提
出
書
類

　
①
功
績
調
書
②
履
歴
書
③

事
業
主
の
証
明
書
④
自
認
書

⑤
無
事
故
無
違
反
証
明
書
⑥

５
年
間
の
運
転
記
録
証
明
書

︱
各
２
部（
①
～
④
の
書

式
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

　

※
③
～
⑥
は
正
本
１
通
、

複
本
１
通（
ワ
ー
プ
ロ
印
字・

Ａ
４
判
・
横
書
き
・
裏
白
・

ク
リ
ッ
プ
止
め
／
ホ
チ
キ
ス

で
綴
じ
な
い
こ
と
）

　
※
⑤
⑥
は
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
よ
り
取
得
。
な

お
、自
動
車
運
転
免
許
証
を

所
持
し
て
い
な
い
者
は
、そ

の
旨
を
申
し
出
る
こ
と

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
各
支
部
ま
た
は
本
部
総
務

課（
☎
03
・
３
３
５
９・６
２

５
２
）永
谷（
ナ
ガ
ヤ
）

運行・整備管理者
表 彰

９月４日までに推薦を

道
路
貨
物
運
送
業

請
求・支
給
決
定
と
も
最
多

地方協議会が相次ぎ発足
輸送力確保へ改善が不可避

長
時
間
労
働
の
抑
制
・
改
善

26 年度
の

労災補償

厚労省

東
京
運
輸
支
局  

（３） 第1084号経 営 ２０15年（平成27年） 7月25日



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

１
日　
緊
急
輸
送
シ
ス
テ
ム

検
討
委
員
会
▽
物
流
経
営

士
課
程
▽
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ

ク
専
門
部
会
通
常
総
会

２
日　
運
輸
安
全
委
員
会
正

副
委
員
長
会
議
▽
同
委
員

会
３
日　

広
報・
情
報
委
員
会

▽
物
流
政
策
委
員
会
適
正

運
賃
収
受
検
討
小
委
員
会

４
日　
東
京
都
船
橋
備
蓄
倉

　
庫
運
用
訓
練

６
日　
事
務
局
部
長
会
▽
正

副
会
長
会
▽
引
越
専
門
部

会
引
越
管
理
者
講
習
▽
近

代
化
基
金
運
営
委
員
会
▽

物
流
政
策
委
員
会
駐
車
問

題
対
策
検
討
小
委
員
会
▽

ロ
ジ
研
本
部
連
絡
会

７
日　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
▽

セ
メ
ン
ト
専
門
部
会
通
常

総
会
▽
食
糧
専
門
部
会
砂

糖
委
員
会

８
日　

女
性
部
正
副
本
部

長
会
議
▽
同
幹
事
会
▽
東

京
運
輸
支
局
・
街
頭
検
査

に
協
力
▽
東
京
都「
貨
物

４
日
㈫　
16
時
＝
ロ
ジ
研
正

副
本
部
長
会
議（
東
ト
総

合
会
館
）▼
18
時
＝
同
納

涼
会（
明
治
記
念
館
）

６
日
㈭　
14
時
30
分
＝
正
副

会
長
会（
東
ト
総
合
会
館
）

▼
16
時
＝
50
年
史
編
集
委

員
会（
ヒ
ル
ト
ン
東
京
）▼

18
時
＝
物
流
専
門
紙
記
者

懇
談
会（
同
）

８
日
㈯　
８
時
50
分
＝
初
任

運
転
者
特
別
講
習（
～
９

日
、東
ト
総
合
会
館
）▼
９

時
30
分
＝
運
行
管
理
者
試

験
事
前
講
習
会（
同
）

10
日
㈪　
10
時
＝
常
任
理
事

会（
東
ト
総
合
会
館
）

11
日
㈫　
15
時
＝
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会（
東
ト
総
合

会
館
）▼
17
時
＝
本
部
事

故
防
止
大
会
の
在
り
方
検

討
小
委
員
会（
同
）

【
城
東
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
イ
ン
パ
ク
ト

＝
江
戸
川
区
北
葛
西
２
の
７

の
４
▽
☎
03
・
５
６
７
５
・

３
５
５
７
▽
一
般
貨
物（
普

通
車
39
台
）　

【
江
戸
川
支
部
】

　
◆
ジ
ェ
イ
カ
ス
株
式
会
社

＝
江
戸
川
区
臨
海
町
３
の
５

の
１
、
管
理
棟
２
階
▽
☎

03
・
６
８
０
８
・
４
０
６
８

▽
一
般
貨
物（
小
型
車
９
台
）

事
業
研
修
会
▽
海
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会
定
例
役
員

会
▽
関
東
・
甲
信
越
重
量

部
会
通
常
総
会 

　

井
上　

敏
雄
氏（
豊
玉
運

輸
倉
庫
代
表
取
締
役
社
長
・

練
馬
支
部
）７
月
８
日
、
肝

硬
変
の
た
め
死
去
。
70
歳
。

通
夜
は
７
月
12
日
、告
別
式

は
同
13
日
、そ
れ
ぞ
れ
練
馬
区

春
日
町
の
愛
染
院
会
館
で
。

喪
主
は
妻
、千
代
子
さ
ん
。

　

石
川　

一
男
氏（
仲
町
運

輸
代
表
取
締
役
社
長
・
練
馬

支
部
）７
月
14
日
、
肺
炎
の

た
め
死
去
。
84
歳
。
通
夜
は

７
月
16
日
、
告
別
式
は
同
17

日
、そ
れ
ぞ
れ
板
橋
区
の
ソ

ー
レ
ス
ト
板
橋
で
。
喪
主
は

長
男
、範
康
氏
。

輸
送
評
価
制
度
」評
価
認

定
発
表
セ
レ
モ
ニ
ー
▽
本

部
事
故
防
止
大
会
の
在
り

方
検
討
小
委
員
会

９
日　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー

（
～
10
日
）
▽
東
ト
協
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
正
副

委
員
長
会
議
▽
同
委
員
会

▽
物
流
経
営
士
課
程
資
格

認
定
試
験
問
題
及
び
第
16

期
物
流
経
営
士
課
程
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
検
討
会
議

10
日　
ロ
ジ
研
正
副
本
部
長

会
議

11
日　
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ
ー

　
・
コ
ン
テ
ス
ト
学
科
競
技

▽
同
検
討
小
委
員
会

13
日　
青
年
部
交
通
安
全
教

室
▽
事
務
局
部
長
会
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
15
日
）

  

▽
取
扱
事
業
・
積
合
専
門

部
会
通
常
総
会

14
日　
税
制
金
融
委
員
会
▽

東
京
運
輸
支
局
・
街
頭
検

査
に
協
力

15
日　
青
年
部
交
通
安
全
教

室
▽
東
京
都
無
線
定
期
通

信
訓
練
▽
福
利
厚
生
対
策

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

広
報
・
情
報
委
員
会（
彦

田
昌
昭
委
員
長
）は
７
月

３
日
、東
ト
総
合
会
館
で

平
成
27
年
度
第
１
回
委
員

会
を
開
催
し
、今
年
の「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」活
動
の
実

施
計
画（
素
案
）を
承
認

し
、本
部
イ
ベ
ン
ト
や
ノ

ベ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
審
議

・
決
定
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
制
作
す
る
業
界
Ｐ
Ｒ

映
像
の
企
画
案
を
選
定
し

 

　

東
ト
協

物
流
政
策

委
員
会（
浅

井
隆
委
員

長
）
の
適

正
運
賃
収
受
検
討
小
委
員
会

（
竹
内
政
司
委
員
長
）は
７

月
３
日
、東
ト
総
合
会
館
で

第
５
回
委
員
会
を
開
催
し
、

引
き
続
き
公
正
取
引
委
員
会

と
の
意
見
交
換
会
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

冒
頭
、竹
内
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、今
後
開
催
を
予

定
し
て
い
る
公
取
と
の
意
見

交
換
会
で
、「
運
賃
問
題
に

関
し
、協
会
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
が
可
能
な
の
か
聞

い
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、業
界
団
体
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
独
占
禁
止

法
の
規
制
対
象
団
体
で
あ
る

た
め
、標
準
運
賃
の
設
定
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、独
禁
法
の
規
定
や
制
約

に
つ
い
て
説
明
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、公
取
に
対
す
る
具
体

的
な
質
疑
事
項
な
ど
に
つ
い

て
、継
続
審
議
し
た
。

　

東
ト
協
は
７
月
15
日
、東

ト
総
合
会
館
で
平
成
27
年
度

第
１
回
福
利
厚
生
対
策
事
業

研
修
会
を
開
催
し
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
な
ど
事
業
者
に

と
っ
て
関
心
の
高
い
テ
ー
マ

だ
け
に
、会
員
事
業
者
か
ら

１
１
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、労
務
厚
生
委
員
長

の
水
野
功
副
会
長
が
あ
い
さ

し
、
研
修
テ
ー
マ
は「
急
を

要
し
、事
業
者
が
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
問
題
。
研
修
を

参
考
に
適
切
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
ま
ず
、労
働

者
健
康
福
祉
機
構
東
京
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

森
川
雅
夫
氏（
シ
ニ
ア
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）が
、「
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
に

向
け
た
取
り
組
み
︱
ス
ト
レ

事
業
者
が
行
う
必
要
が
あ
る

対
策
や
措
置
に
つ
い
て
、詳

細
に
解
説
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
安
全
性
優

良
事
業
所（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業

所
）
認
定
申
請
の
受
付
が
、

７
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
行

わ
れ
、東
京
都
内
の
申
請
数

は
新
規
・
更
新
あ
わ
せ
て
５

２
５
事
業
所（
う
ち
東
ト
協

非
会
員
35
事
業
所
）だ
っ
た
。

　
東
ト
協
適
正
化
事
業
部
に

よ
る
と
、こ
の
う
ち
新
規
申

請
は
１
６
４
事
業
所
。
大
手

事
業
者
の
ま
と
ま
っ
た
申
請

た
。

　

冒
頭
、
彦
田

委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
運
転

者
不
足
の
中
、

（
確
保
対
策
と

し
て
）
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と

が
重
要
」
と
述

べ
、
引
き
続
き

積
極
的
・
効
果

的
に
広
報
・
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開

す
る
考
え
を
強

調
し
た
。

　
「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
活
動
は
、
９
月
上
旬

か
ら
10
月
９
日
の「
ト
ラ
ッ

ク
の
日
」を
中
心
に
、本
部
・

各
支
部
で
イ
ベ
ン
ト
活
動
を

行
う
。
本
部
は
各
支
部
に
ノ

ベ
ル
テ
ィ
を
製
作
・
配
布

し
、活
動
費
と
し
て
１
支
部

当
た
り
原
則
20
万
円
を
上
限

に
補
助
す
る
。

　

本
部
イ
ベ
ン
ト
は
10
月

10
・
11
の
両
日
、
引
き
続
き

「
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
参
加
・
体

験
型
イ
ベ
ン
ト「
Ｂ
Ｏ
︱
Ｓ

Ａ
Ｉ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
５

in
豊
洲
」（
会
場
・
ア
ー
バ
ン

ド
ッ
ク
ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
）

に
協
賛
・
ブ
ー
ス
出
展
し
、

東
ト
協
の
安
全
・
環
境
対
策

や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

あ
わ
せ
て「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
東
京
メ

ト
ロ
有
楽
町
・
副
都
心
各
線

や「
ゆ
り
か
も
め
」、京
王
全

線
、多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
に
窓

上
ま
た
は
中
吊
り
広
告
を
掲

出
す
る
ほ
か
、
会
場
の「
ら

ら
ぽ
ー
と
豊
洲
」で
東
ト
協

Ｃ
Ｍ
を
放
映
す
る
。

　

ノ
ベ
ル
テ
ィ
は「
防
災
用

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」（
20

枚
入
り
）に
決
定
し
た
。

　
業
界
Ｐ
Ｒ
映
像
に
つ
い
て

は
３
案
の
中
か
ら
、ク
イ
ズ

番
組
形
式
で
、ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
理
解
促
進
と
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
企

画
案（
10
分
程
度
）に
決
定

し
た
。
東
ト
協
が
推
進
す
る

安
全
・
環
境
対
策
、災
害
時

の
緊
急
物
資
輸
送
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、ク
イ
ズ
形
式
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
・
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

　

ま
た
、同
委
員
会
が
参
画

す
る「
東
ト
協
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
」の
設
置
に
つ
い

て
報
告
し
了
承
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
、一

般
紙
４
紙
に
掲
載
し
た
広
告

の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
報
告
。
今
回
の
広
告

で
は
交
通
安
全
と
あ
わ
せ
、

駐
車
問
題
の
実
態
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
が
、「
必
要
な
業
界

な
の
で
、消
費
者
に
考
え
さ

せ
る
に
は
よ
い
広
告
」と
い

っ
た
意
見
な
ど
、お
お
む
ね

所
期
の
目
的
を
果
た
す
効
果

が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
一
方
で
批
判
的
な
意
見

な
ど
も
あ
っ
た
。

　
東
ト
協
は
７
月
23
日
、港
区
の
第
一

ホ
テ
ル
東
京
で
平
成
27
年
度
第
３
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。
同
日
は
議
事

に
先
立
ち
、
各
事
業
者
が
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
る
問
題
と
し
て
、28
年
１
月
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
」に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、27
年
度
都
民
参
加
型
事

故
防
止
イ
ベ
ン
ト
や「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

の
取
り
組
み
、東
ト
協
創
立
50
周
年
事

業
な
ど
に
つ
い
て
審
議・承
認
し
た
。

　
ま
た
、警
視
庁
交
通
部
か
ら
の
協
力

要
請
に
基
づ
く
、事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

事
故
防
止
活
動（
安
全
意
識
向
上
ス
テ

ッ
カ
ー
の
作
成
）な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た（
詳
細
は
８
月
10
日
号
掲
載
）。

ス
の
状
況
把
握
と
不
調
を
未

然
に
予
防
す
る
に
は
」と
題

し
て
講
演
。

　
ま
た
運
転
従
事
者
脳
Ｍ
Ｒ

Ｉ
健
診
支
援
機
構
の
上
田
守

三
専
務
理
事（
東
邦
大
学
医

学
部
元
教
授
）が
、「
運
転
従

事
者
に
お
け
る
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健

診
の
意
義
︱
健
康
起
因
に
よ

る
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
し

て
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
さ
ら
に
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
社

会
保
険
労
務
士
法
人
の
岡
本

重
信
氏（
特
定
社
会
保
険
労

務
士
）が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
対
応
・
対
策
︱
制

度
の
し
く
み
を
理
解
し
、企

業
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
？
」

と
題
し
て
講
演
。

　

同
制
度
の
概
要
や
、個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、今
後

が
あ
っ
た
前
年
度（
２
３
０

事
業
所
）よ
り
少
な
い
が
、

25
年
度（
１
２
４
事
業
所
）

よ
り
40
事
業
所
多
く
、平
年

度
ベ
ー
ス
で
は
、実
質
的
に

は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

【
８
月
1
〜
15
日
】

【
7
月
1
〜
15
日
】

6
月
分

「トラックの日」
本部イベント計画を承認

業
界
Ｐ
Ｒ
映
像
案
を
選
定

Ｇ
マ
ー
ク

認
定
申
請

27年度

適正運賃小委
物流政策委

公
取
と
の
意
見
交
換
へ

質
疑
事
項
を
継
続
審
議

福利厚生対策
事業研修会

マイナンバー制度
などテーマに

東ト協理事会第 3 回

広報・情報委員会
東ト協  

東京525事業所

「トラックの日」ノベルティ
防災用ウエットティッシュ

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

☆スタンド 平均=112.56�円
☆ローリー 平均 =��98.54円
☆元売り発行カード�� 平均 =109.87円
☆ディーラー発行カード� 平均=105.18円

第1084号 （４）協 会２０15年（平成27年） 7月25日



セ
メ
ン
ト

専
門
部
会

都
庁
・
区
役
所

専
門
部
会

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク

専
門
部
会

取
扱
事
業
・
積
合

専
門
部
会

東   
ト   

協  

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
税

制
金
融
委
員
会（
天
野
智
義

委
員
長
）は
７
月
14
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
平
成
27
年
度

第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、

28
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
要
望
事
項
や
要
望
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

審
議
・
了
承
し
た
。

　

冒
頭
、天
野
委
員
長
は
27

年
度
税
制
改
正
や
、26
年
度

補
正
予
算
に
よ
る
燃
料
費
対

策
補
助
に
つ
い
て
説
明
し
た

上
で
、高
速
道
路
料
金
の
大

口
・
多
頻
度
割
引
に
触
れ
、

最
大
５
割
引
の
う
ち
、激
変

緩
和
措
置
に
よ
る
上
乗
せ
分

（
１
割
）は「
28
年
度
末
ま
で

の
措
置
で
、そ
れ
以
降
は
白

紙
の
状
態
」
と
し
、
恒
久
化

　

東
ト
協
は
、東
京
都
が
平

成
27
年
度「
貨
物
輸
送
評
価

制
度
」の
評
価
事
業
者
を
公

表
し
た
こ
と
に
伴
い
、７
月

８
日
、千
代
田
区
の
ザ
・
ペ

ニ
ン
シ
ュ
ラ
東
京
で
評
価
認

定
発
表（
授
与
）セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
、評
価
認
定
さ
れ

た
多
く
の
グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）

参
加
事
業
者
が
出
席
し
た
。

　

今
年
度
の
評
価
事
業
者

２
２
９
社
の
う
ち
、東
ト
協

会
員
事
業
者
が
２
２
４
社
、

ま
た
Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加
事
業
者

に
つ
い
て
は
、東
ト
協
会
員

２
２
０
社
と
他
県
参
加
４
社

を
求
め
る
考

え
を
示
し
た
。

　

東
ト
協
の

要
望
事
項
に

つ
い
て
は
、

全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の

28
年
度
税
制

改
正
・
予
算

要
望
事
項
を

踏
ま
え
、
今

後
、取
り
ま
と
め
る
方
針
。

　
全
ト
協
の
税
制
改
正
要
望

と
し
て
は
、引
き
続
き
自
動

車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
を
軸
と
し
て
、軽
油
引
取

税
・
旧
暫
定
税
率
の
廃
止
な

ど
を
求
め
る
。
ま
た
、予
算

関
連
要
望
で
は
高
速
料
金
の

さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
要
望

し
、
特
に
大
口
・
多
頻
度
割

引
最
大
５
割
引
の
恒
久
化
を

求
め
る
ほ
か
、首
都
高
速
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
や
会
社

間
乗
り
継
ぎ
割
引
の
継
続
な

ど
を
要
望
す
る
方
針
。

　
こ
れ
ら
要
望
事
項
を
ベ
ー

ス
に
、東
ト
協
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
方
針
だ
が
、委

員
会
で
は
26
年
度
実
施
の
環

境
対
応
車
や
エ
コ
タ
イ
ヤ
の

導
入
補
助
な
ど
を
踏
ま
え
、

業
界
の
事
業
実
態
に
即
し

た
、よ
り
活
用
し
や
す
い
補

助
措
置
を
要
望
す
べ
き
こ
と

な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　
あ
わ
せ
て
高
速
道
路
の
割

引
制
度
に
つ
い
て
、都
内
を

基
盤
と
す
る
会
員
事
業
者
の

利
用
実
態
を
踏
ま
え
、実
質

的
に
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
、見
直
し
を
要
望
す

べ
き
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

今
後
、要
望
書
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
、正
副
会
長
と

税
制
金
融
委
員
会
正
副
委
員

長
が
９
月
２
日
に
、東
京
都

議
会
自
民・公
明・民
主
３
党

に
対
し
て
要
望
す
る
予
定
。

【
３
つ
星
評
価 

☆
☆
☆
】

　

エ
ス
エ
イ
ロ
ジ
テ
ム
▽
Ｎ
Ｔ

Ｓ
ロ
ジ
▽
大
出
運
輸
▽
金
城
運

輸
▽
関
東
急
行
運
輸
▽
三
急
運

輸
▽
武
井
物
流
▽
都
築
運
輸
▽

東
京
三
栄
運
送
▽
ナ
ガ
オ
▽
西

町
運
送
▽
東
配
▽
吉
田
運
輸

【
２
つ
星
評
価 

☆
☆
】

　
青
葉
▽
浅
井
▽
ア
ル
プ
ス
運
送

▽
イ
サ
ム
通
商
▽
稲
垣
運
輸
▽
イ

ノ
ウ
運
輸
▽
エ
ス
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
▽

大
澤
組
▽
大
津
運
送
▽
大
塚
運
送

▽
大
塚
組
▽
尾
﨑
梱
包
▽
カ
ー
ズ

▽
加
賀
運
送
▽
金
子
運
送
▽
亀
戸

運
送
▽
川
口
商
事
▽
桐
生
運
輸
▽

京
王
運
輸
▽
京
南
運
送
▽
江
商
運

輸
▽
光
洋
運
輸
▽
晃
和
▽
金
剛
運

輸
▽
サ
ク
ラ
運
送
▽
佐
藤
商
運
▽

三
進
▽
七
福
運
送
▽
柴
又
運
輸
▽

渋
谷
運
輸
サ
ー
ビ
ス
▽
志
村
運
送

▽
上
昇
運
輸
▽
昌
登
物
流
▽
杉
田

運
送
▽
す
ず
か
梱
包
運
輸
▽
セ
イ

シ
ョ
ウ
▽
関
口
運
輸
▽
大
昌
運
輸

▽
宝
運
送
▽
多
摩
運
送
▽
多
摩
八

光
運
輸
▽
千
代
田
運
輸
▽
東
亜
物

流
▽
東
栄
運
送
▽
東
京
サ
ー
ビ
ス

▽
東
京
商
運
▽
東
京
食
料
運
輸
▽

東
紅
流
通
セ
ン
タ
ー
▽
ト
ラ
ス

ト
・
ウ
ィ
ン
▽
長
井
運
送
▽
日
盛

運
輸
▽
日
本
興
運
▽
羽
田
運
送
店

▽
林
運
輸
▽
ハ
ヤ
シ
配
送
サ
ー
ビ

ス
▽
彦
新
運
輸
▽
ヒ
サ
ゴ
サ
ー
ビ

ス
▽
藤
倉
運
輸
▽
富
士
興
業
▽
フ

ジ
サ
ー
ビ
ス
▽
府
中
自
動
車
▽
プ

ラ
イ
ム
物
流
▽
辨
天
お
が
わ
運
輸

▽
墨
東
企
業
運
輸
▽
星
運
輸
▽
松

雄
運
送
▽
松
下
運
送
▽
丸
一
物
流

▽
丸
昭
運
輸
▽
丸
和
運
送
▽
宮
本

運
送
▽
村
松
機
工
運
輸
▽
村
山
運

輸
▽
明
和
運
輸
▽
八
千
代
運
輸
▽

柳
沢
運
輸
▽
結
城
運
輸
倉
庫
▽
菱

東
運
輸
倉
庫
▽
渡
邊
倉
庫
運
送
▽

大
徳
運
輸
▽
竹
鼻
運
送
▽
ナ
カ
フ

ジ
運
送
▽
丸
喜
運
輸
▽
三
つ
葉
運

輸
▽
上
野
運
送

【
１
つ
星
評
価 

☆
】

　
青
柳
運
送
▽
ア
ク
セ
ス
▽
ア
サ
ヒ

エ
ク
ス
▽
ア
サ
ヒ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
▽
淺
見
運
輸
倉
庫
▽
ア
シ
ス
ト
ラ

イ
ン
▽
天
野
運
送
▽
あ
や
め
運
輸
▽

荒
木
運
送
▽
飯
塚
運
送
▽
石
川
興
業

運
輸
▽
石
山
運
送
▽
入
船
物
流
シ
ス

テ
ム
▽
上
野
運
輸
▽
栄
晃
産
業
▽
エ

イ
チ
ラ
イ
ン
▽
エ
ム
・
エ
ス
サ
ー
ビ

ス
▽
オ
ー
タ
カ
▽
大
友
運
輸
▽
大
森

運
送
▽
小
作
物
産
▽
金
原
運
送
店
▽

川
西
運
輸
▽
北
田
運
送
▽
北
多
摩
運

送
▽
協
同
運
輸
▽
共
立
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
▽
京
浜
運
送
▽
京
北
倉
庫
▽
京

葉
青
和
▽
興
真
運
送
▽
幸
德
運
輸
▽

国
分
▽
小
島
運
送
▽
寿
運
送
▽
小

山
運
送
▽
こ
ん
わ
運
輸
▽
サ
イ
シ
ョ

ウ
．
エ
ク
ス
プ
レ
ス
▽
櫻
商
事
▽
五

月
運
輸
▽
沢
多
運
送
▽
三
榮
商
會
▽

三
協
運
輸
▽
三
港
運
輸
▽
サ
ン
ラ
イ

ン
▽
三
和
運
輸
▽
シ
ス
テ
ム
ラ
イ
ン

▽
篠
﨑
運
送
店
▽
自
由
ヶ
丘
運
送
▽

商
運
サ
ー
ビ
ス
▽
新
宿
運
輸
商
事
▽

新
宿
貨
物
運
送
▽
新
寿
堂
運
輸
▽
新

聞
輸
送
▽
鈴
直
運
送
▽
鈴
直
運
輸
▽

砂
町
運
輸
▽
ス
ワ
ン
サ
ー
ビ
ス
▽
成

光
運
輸
▽
相
互
梱
包
運
送
▽
大
作
輸

送
▽
タ
イ
ヨ
ー
リ
ク
テ
ム
▽
髙
木
運

輸
▽
タ
カ
セ
運
輸
集
配
シ
ス
テ
ム
▽

滝
島
運
輸
▽
竹
内
運
輸
工
業
▽
武
智

運
送
店
▽
田
中
陸
運
▽
帝
都
運
輸
機

工
▽
ト
ー
ト
ラ
▽
東
京
共
同
ロ
ジ
テ

ム
▽
東
京
荷
役
管
理
▽
東
京
糧
穀

運
送
▽
東
京
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
小
林
徳

市
運
送
▽
東
都
運
搬
社
▽
東
邦
運
輸

▽
東
洋
興
業
▽
都
北
運
輸
▽
中
村
商

事
▽
成
増
興
業
▽
日
昭
運
輸
▽
ニ
ッ

タ
▽
日
通
東
京
運
輸
▽
日
本
運
輸
▽

ニ
ュ
ー
ラ
イ
ン
東
京
▽
沼
尾
興
業
▽

ハ
イ
・
ケ
イ
チ
ク
▽
八
大
▽
ハ
マ
ノ

▽
春
木
運
輸
▽
ひ
が
の
運
送
▽
廣
木

運
輸
▽
藤
島
運
輸
▽
古
川
商
事
運
輸

▽
古
屋
運
送
▽
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
▽
芳

和
輸
送
▽
北
斗
シ
ス
テ
ム
輸
送
▽
堀

井
運
送
▽
松
本
運
送
▽
丸
オ
奥
田
商

店
▽
丸
勝
運
輸
▽
丸
正
運
輸
▽
丸
大

運
輸
▽
丸
武
運
輸
▽
マ
ル
ヤ
マ
サ
ー

ビ
ス
▽
み
す
ゞ
興
業
▽
三
星
・
運
送

▽
三
村
運
送
▽
都
流
通
商
会
▽
森
田

商
運
▽
八
武
崎
運
送
▽
山
田
倉
庫
▽

や
ま
と
東
▽
用
賀
運
送
▽
横
倉
運
送

▽
横
山
運
送
▽
吉
澤
運
輸
▽
ロ
ジ
ト

ラ
イ
▽
ワ
ー
ク
商
会
▽
若
林
運
送
▽

ロ
ジ
ス
ペ
ッ
ク
▽
カ
ト
ー
物
流
▽
野

辺
運
輸
▽
丸
嘉
運
輸
倉
庫

　

＝
６
月
24
日
、
神
奈
川
県

箱
根
町「
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
」

  

輸
送
秩
序
の
確
立
へ

　
平
成
27
年
度
事
業
計
画
で

は
、地
方
公
共
団
体
な
ど
が

発
注
す
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
契

約
の
競
争
入
札
で
、届
け
出

　

＝
７
月
１
日
、
墨
田
区
・

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

   

新
部
会
長
に
神
保
氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、新
部
会
長
に
神

保
義
昭
氏（
交
神
運
輸
）を

選
任
し
た
。
副
部
会
長
に
堀

江
浩
太
氏（
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ

　

＝
７
月
７
日
、東
ト
総
合

会
館

  

髙
山
部
会
長
を
再
任

 　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、髙
山
秀
一
部
会

長（
鈴
与
シ
ン
ワ
物
流
）と

七
田
雄
二
・
上
野
章
太
各
副

部
会
長
を
再
任
し
た
。

　
平
成
27
年
度
事
業
計
画
で

は
、セ
メ
ン
ト
輸
送
業
界
の

情
勢
に
即
し
た
研
修
会
な
ど

を
開
催
し
、問
題
意
識
の
共

有
化
を
図
る
と
と
も
に
、他

の
専
門
部
会
と
合
同
で
特
殊

車
両
通
行
許
可
制
度
に
関
す

る
研
修
会
を
行
い
、同
制
度

　

＝
７
月
13
日
、
東
ト
総
合

会
館

  

井
上
部
会
長
を
再
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、井
上
和
英
部
会

長（
豊
多
摩
通
運
）と
鈴
木

康
生
副
部
会
長
を
再
任
し
、

新
副
部
会
長
に
岩
瀨
和
夫
氏

（
丸
新
運
輸
）を
選
任
し
た
。

な
お
、退
任
の
遠
藤
正
志
副

部
会
長
は
相
談
役
に
就
任
。

　
平
成
27
年
度
事
業
計
画
で

は
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

利
用
運
送
・
積
合
部
会
と
連

携
を
強
化
し
、部
会
員
の
経

営
安
定
化
と
業
界
の
健
全
な

発
展
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
。
ま
た
業
界
を
め
ぐ
る

課
題
の
共
有
化
や
改
善
に
向

け
て
、特
積
み
事
業
者
な
ど

と
の
勉
強
会
を
行
う
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、

税
理
士
・
相
続
診
断
士
の
竹

本
節
子
氏
が「
相
続
税
増
税

に
今
後
ど
う
対
応
す
べ
き
か

！　

相
続
を
争
族（
争
続
）

に
し
な
い
た
め
に
」と
題
し

て
講
演
し
た
。

運
賃
・
料
金
の
範
囲
を
逸
脱

し
た
、過
度
な
値
引
き
に
よ

る
公
平
性
を
欠
い
た
契
約
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
、
輸
送
秩
序

の
確
立
に
努
め
る
方
針
。

　

こ
れ
に
よ
り
、地
元
を
本

拠
と
し
、社
会
保
険
の
加
入

な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
て
い
る
事
業
者
が
、

運
送
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適

正
な
運
賃
・
料
金
で
応
札
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
お
よ
び
官
公
需
業
務
の
輸

送
業
界
の
情
勢
に
即
し
た
研

修
会
を
開
催
し
、部
会
員
間

の
問
題
意
識
の
共
有
化
を
図

る
ほ
か
、部
会
組
織
の
拡
充・

レ
ー
シ
ョ
ン
）を
新
任
し
た

ほ
か
、加
藤
貴
之
・
玉
川
寿
・

渡
邉
祥
二
各
副
部
会
長
を
再

任
。
な
お
、堀
江
正
浩
部
会

長
は
退
任
。

　
平
成
27
年
度
事
業
計
画
で

は
、
引
き
続
き「
危
険
物
荷

卸
し
時
相
互
立
会
い
推
進
活

動
」を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

毎
年
11
月
の「
全
国
一
斉
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
通
じ
て
、

相
互
立
会
い
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
・
徹
底
し
、危
険

物
の
荷
卸
し
時
の
混
油
・
誤

注
入
・
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
な

ど
の
事
故
防
止
に
努
め
る
。

　

ま
た
、大
規
模
災
害
時
に

復
旧
・
復
興
の
協
力
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に

対
応
す
る
ほ
か
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
点
検
活

動
な
ど
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、

東
ト
協
の
井
出
廣
久
常
務
理

事
が「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
。

　

ま
た
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
セ
メ
ン
ト
部
会
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
画

し
、諸
課
題
へ
の
対
応
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・

環
境
に
配
慮
し
た
効
率
的
な

セ
メ
ン
ト
輸
送
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
う
。

　

総
会
後
に
研
修
会
を
行

い
、大
江
戸
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
仲
藤
和
弘
社
長
が「
助

成
金
制
度
に
つ
い
て
」と
題

し
て
講
演
し
た
。

運
送
事
業
者
の
利
用
を
推

奨
す
る
、都
評
価
制
度
や
グ

リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

制
定
の「
輸
配
送（
貨
物
自

動
車
）契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
環
境
情
報
サ
イ
ト「
エ
コ

商
品
ね
っ
と
」
掲
載
）へ
の

対
応
を
通
じ
て
、Ｇ
Ｅ
Ｐ
活

動
を
経
営
戦
略

に
活
用
す
る
取

り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
方
針

だ
。

の
合
計
２
２
４
社
だ
っ
た
。

　
東
ト
協
会
員
の
評
価
事
業

者
の
う
ち
、評
価
ラ
ン
ク
が

最
も
高
い
３
つ
星
評
価
は
13

社
、
２
つ
星
は
86
社
、
１
つ

星
は
１
２
５
社
だ
っ
た
。

　
同
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

評
価
事
業
者
を
代
表
し
て
、

３
つ
星
評
価
を
維
持
・
継
続

し
て
い
る
西
町
運
送
の
岩
邉

洽
子
社
長
に
対
し
、都
の
遠

藤
雅
彦
環
境
局
長
か
ら
評
価

証
が
授
与
さ
れ
た（
写
真
）。

　

東
ト
協
で
は
今
後
、
荷
主

企
業
に
対
し
て
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
推
進
に
努
め
Ｃ
Ｏ
２
排
出

が
少
な
い
、「
環
境
優
良
」な

引
き
続
き
、９
月
下
旬
に
自

民
党
東
京
都
選
出
国
会
議
員

や
、「
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
議
員
懇
話
会
」（
国
会
議

員
・
都
議
会
議
員
の
各
懇
話

会
）に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
う
予
定
。

　

こ
の
ほ
か
、委
員
会
で
は

近
代
化
基
金
融
資
事
業
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

強
化
に
取
り
組
む
方
針
。

　

総
会
後
、研
修
会
を
開
催

し
、東
ト
協
の
五
十
嵐
優
常

務
理
事
が「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
取
り
巻
く
状
況
と
東

ト
協
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

３つ星
評  価

西町運送など会員13社

評
価
認
定
セ
レ
モ
ニ
ー
27年度

東ト協

都「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」

大口・多頻度割引
最大５割引の恒久化を

東
ト
協
会
員

評
価
事
業
者

税制金融委員会
28年度 税制改正等要望を審議
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ラ
ス
の
車
両
に
、
普
通
免
許
で

乗
務
で
き
な
い
場
合
が
多
い
実

態
な
ど
を
調
査
し
て
、
と
り
わ

け
、
若
年
運
転
者
採
用
の
制
約

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
問

題
提
起
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連

携
し
て
、
そ
の
見
直
し
を
警
察

庁
な
ど
関
係
行
政
に
対
し
て
、

継
続
的
に
要
望
し
て
き
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、今
回
よ
う
や
く
、

高
校
新
卒
者
な
ど
で
も
免
許
を

取
得
で
き
る
新
免
許
制
度
が
実

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
が
23

年
に
打
ち
出
し
た
、
運
行
記
録

計
の
装
着
義
務
付
け
対
象
の
拡

大
問
題
で
も
、
東
ト
協
は
会
員

の
意
見
を
集
約
し
、
そ
の
見
直

　

東
ト
協
で
は
、
会
員
に
対
す

る
各
種
支
援
施
策
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
制
度
・
政
策
的
課

題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

中
型
免
許
制
度
見
直
し
が
そ

の
大
き
な
成
果
の
一
つ
。
道

路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、
２
年

後
に
は
準
中
型
免
許（
車
両
総

重
量
３
・５
㌧
以
上
７
・５
㌧
未

満
、
取
得
資
格
18
歳
以
上
）が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
東
ト
協
が
早
く
か
ら
中
型

免
許
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
を
提

起
し
、
そ
の
実
現
の
上
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
主
要
車
種

の
一
つ
で
あ
る
、
２
㌧
積
み
ク

と
し
て「
見
合
わ
せ
」
を
要
望

し
た
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
働
き
か
け
を
し
た

結
果
、
国
交
省
は
当
面
、
デ
ジ

タ
コ
の
普
及
促
進
に
取
り
組
む

こ
と
に
方
針
転
換
し
た
。

　東ト協は７月９日、
第１回「東ト協フェス
タ実行委員会」を開催
した。従来の本部事故
防止大会を抜本的に
見直し、来年、渋谷区・
代々木公園でのフェ
スタ開催を目指す方
針だ。
　その基本コンセプ
トは「都民参加・外部
発信型イベント」。多
くの一般都民が参加し、東ト協の交通安全活動やグリーン・エコプロジ
ェクトをはじめとした環境対策、さらに都民生活を支えるトラック輸送

の役割を、広く社会に発信しアピールする狙いだ。
　本部事故防止大会についてはマンネリ化の問題などが指摘さ
れ、事故防止委員会（現運輸安全委員会）で見直しを検討してき
た。26年９月には「本部事故防止大会の在り方検討小委員会」
を設置して検討を進め、同年12月には中間報告として、従来の
業界内に向けた大会のあり方を大きく見直し、「都民参加・外部
発信型イベント」開催を提案。今年５月には、運輸安全委と検
討小委が来年のフェスタ開催を提言した。
　今年は、そのフェスタ開催に向けたプレ・イベントとして、
11月に大田支部との共催で、交通安全教室を中心とした事故防
止イベントを開催する。一般都民にも楽しめるイベントにする
ため、子供向けアトラクションなども行う予定だ。
　来年のフェスタ開催をステップとして段階的に拡充・発展さ
せ、業界イメージの改善や社会的地位の向上につながる、イベ
ント実現を目指すことにしている。

見
・
要
望
を
聞
く
と
と
も
に
、

日
常
の
事
業
活
動
で
困
っ
て
い

る
問
題
な
ど
の
相
談
対
応
に
当

た
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
と
あ

わ
せ
て
、
本
格
的
な
会

員
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
第

一
弾
と
し
て
実
施
し
た

の
が
、
初
任
運
転
者
特

別
講
習
だ（
写
真
＝
上
）。

　

法
令
に
よ
り
初
任
運

転
者
な
ど
に
は
６
時
間

以
上
の
特
別
な
講
習
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
小
規
模
な
事
業
者

で
は
個
別
に
行
う
の
が

難
し
く
、
対
応
に
苦
労

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
ト
協
が
代
行

実
施
機
関
と
な
っ
て
講
習
を
行

う
こ
と
に
し
た
も
の
だ
。
初
年

度
は
６
月
か
ら
２
か
月
ご
と
に

年
間
延
べ
10
回
開
催
し
、
翌
25

年
度
か
ら
受
講
利
便
な
ど
を
考

慮
し
て
、
多
摩
支
部
会
場
で
も

開
催
し
、こ
れ
に
よ
り
本
部（
東

ト
総
合
会
館
）と
多
摩
支
部
会

場
で
年
間
延
べ
18
回
実
施
し
、

開
催
回
数
を
増
や
し
た
。

　
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
受

講
者
数
は
、
約
２
３
０
０
人
に

上
る
。

　

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、

２
年
後
に「
準
中
型
自
動
車
」

免
許
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
運
転
者
教
育
・
指
導
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
今
後
、
同
講
習
が
従
来
以

上
に
重
要
な
役
割
を
担
う
講
習

に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　
25
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
運

行
管
理
者
試
験
事
前
講
習
会
も

開
催
し
て
い
る
。
運
行
管
理
者

確
保
対
策
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
、
合
格
率
が
低
下
傾
向
に

あ
る
こ
と
に
加
え
、
保
有
車
両

５
台
未
満
の
事
業
者
に
対
し
て

も
、
運
行
管
理
者
の
選
任
が
義

務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
応
す

る
た
め
だ
。

　

ま
た
、
安
全
性
優
良
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）の
認
定

取
得
の
促
進
に
向
け
て
、
申
請

説
明
会
に
加
え
、23
年
度
か
ら

個
別
の
事
前
相
談
会
を
開
催

し
、
さ
ら
に
26
年
度
か
ら「
巡

回
指
導
に
係
る
研
修
会
」
も
実

施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
事
業
経
営
に
資
す
る

サ
ポ
ー
ト
施
策
と
し
て
は
、25

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
定
期

健
康
診
断
の
受
診
費
用
の
一
部

助
成
も
、
そ
の
一
環
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。

　

近
年
、
運
転
者
の
健
康
起
因

事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

業
界
の
受
診
率
は
他
産
業
よ
り

相
対
的
に
低
い
と
さ
れ
る
上
、

健
診
で
病
気
な
ど
の
有
所
見
率

が
高
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た

め
、
健
康
管
理
の
前
提
と
な
る

定
期
健
診
の
受
診
促

進
を
目
的
に
、
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

だ
。

　

ま
た
、
健
診
の
受
診
促
進

に
は
受
診
機
会
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
各
支
部
で

の
集
団
健
診
に
加
え
、26
年

度
か
ら
は
新
た
に
協
会
本
部

で
の
集
団
健
診
を
実
施
し
て

い
る（
写
真
＝
左
上
）。

　

安
全
対
策
の
上
で
、
運
転

者
な
ど
の
健
康
確
保
対
策
が

よ
り
重
要
な
経
営
課
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、27
年

度
は
新
た
に
脳
・
心
臓
疾
患

な
ど
の
発
症
に
伴
う
事
故
を

未
然
防
止
す
る
た
め
、
健
康

確
保
対
策
を
総
合
的
に
検
討

す
る
方
針
だ
。

「
駐
車
規
制
緩
和
区
間
」
の
設

置
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
要

請
し
た
。

　

日
常
の
集
配
業
務
に
支
障
を

来
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
だ
け

に
、
会
員
か
ら
は
早
期
の
改
善

を
求
め
る
声
が
強
い
。
設
置
に

は
各
地
域
住
民
の
理
解
が
必
要

と
な
る
が
、
現
状
で
は
理
解
を

得
る
の
は
容
易
で
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
方

針
だ
。

　

こ
れ
ら
課
題
に
加
え
、
業
界

で
は
自
動
車
関
係
税
制
の
見

直
し
、
高
速
道
路
料
金
の
引
き

下
げ
な
ど
に
対
す
る
要
望
が
強

く
、
業
界
共
通
の
政
策
的
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、26
年
10
月

に
自
民
党
東
京
都
支
部
連
合
会

所
属
の
国
会
議
員
に
よ
る「
東

し
を
働
き
か
け
、
業
界
の
実
情

を
踏
ま
え
た
対
応
を
訴
え
た
。

　

国
交
省
が
、車
両
総
重
量
３・

５
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
義

務
付
け
対
象
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録

計（
デ
ジ
タ
コ
）を
義
務
付
け

る
方
針
を
示
し
た
も
の
だ
。

　

こ
の
方
針
に
対
し
て
、
東
ト

協
は
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連

携
し
、
義
務
付
け
拡
大
の「
見

合
わ
せ
」
を
求
め
る
要
望
活
動

を
展
開
。
関
東
１
都
７
県
で

６
千
人
余
の
署
名
を
集
め
、
再

考
を
求
め
た
。

　

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ほ
と
ん

ど
が
義
務
付
け
対
象
に
な
り
、

経
営
環
境
が
厳
し
い
中
で
対
応

が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る

京
都
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
議
員
懇
話

会
」（
写
真
＝
設
立
総
会
）が
設

立
さ
れ
、11
月
に
は
東
京
都
議

会
自
民
党
の
都
議
に
よ
る
同
様

の「
懇
話
会
」が
発
足
し
た
。

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
政
策

研
究
会
の
要
請
を
受
け
て
、
業

界
が
直
面
す
る
制
度
・
政
策
的

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る

場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
。 　

業
界
で
は
、
こ
れ
ら
業
界

課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
継

続
的
に
要
望
活
動
を
展
開
し

て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
型
免
許
問

題
で
は
業
界
要
望
が
実
現

し
、
準
中
型
免
許
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
依

然
、
事
態
の
改
善
や
見
直
し

が
進
ま
な
い
課
題
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
に
は
、
政
界
へ
の
働
き
か

け
を
従
来
以
上
に
強
め
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
東

ト
協
政
策
研
を
通
じ
て
呼
び

か
け
、
国
会
議
員
と
都
議
に

よ
る「
懇
話
会
」
が
そ
れ
ぞ

れ
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
、
こ
れ
を
機
に
、
業
界

要
望
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ら
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い

く
方
針
だ
。

　
「
会
員
重
視
」の
協
会
運
営
の
原

点
は
ま
ず
、
協
会
運
営
・
施
策
に

対
す
る
会
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見・

要
望
、
あ
る
い
は
問
題
提
起
と
い

う「
ナ
マ
の
声
」
を
い
か
に

把
握
す
る
か
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
東
ト
協
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
と
し

て
、
26
年
７
月
末
か
ら
12
月

初
旬
に
か
け
て
、
各
支
部
長

を
は
じ
め
副
支
部
長
な
ど
支

部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を

順
次
、開
催
し
た
。

　

定
例
的
な
支
部
長
会
な
ど

を
通
じ
て
、
各
支
部
お
よ
び

会
員
の
意
見
・
要
望
の
把
握

に
努
め
て
い
る
が
、よ
り「
ナ

マ
の
声
」
を
聞
く
た
め
、
個

別
に
各
支
部
役
員
と
膝
を
交

え
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
も

の
だ
。

　

意
見
交
換
会
で
は
特
定
の
テ
ー

マ
を
設
定
せ
ず
、
事
業
経
営
上
の

問
題
な
ど
を
聞
く
と
と
も
に
、
協

会
運
営
・
施
策
に

対
す
る
率
直
な
意

見
・
要
望
を
提
起

し
て
も
ら
っ
た
。

　

特
に
多
く
指
摘

さ
れ
た
事
業
経
営

上
の
問
題
は
、昨
年

前
半
ま
で
高
値
水

準
が
続
い
て
い
た

燃
料
費
対
策
で
あ

り
、駐
車
問
題
対
策

な
ど
へ
の
対
応
強

化
だ
っ
た
。
駐
車

問
題
に
つ
い
て
は

提
起
さ
れ
た
意
見
・

要
望
を
踏
ま
え
、新

た
な
取
り
組
み
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

　

今
年
４
月
に
は
、
業
界
が
新
た

な
対
応
を
迫
ら
れ
る
問
題
と
し
て

浮
上
し
て
き
た
、
労
働
基
準
法
改

正
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
数
支

部
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
各
支
部
長

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

改
正
法
案
は
長
時
間
労
働
の
抑

制
策
と
し
て
、
月
60
時
間
超
の
時

間
外
労
働
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、
長

時
間
労
働
が
多
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
と
っ
て
、
事
業
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る

た
め
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意

見
集
約
し
た
。

　

今
後
も
、
事
業
経
営
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
問
題
に
つ
い
て

は
、
支
部
長
会
な
ど
で
意
見
集
約

し
、対
応
に
当
た
る
方
針
だ
。

成
24
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た

っ
て
行
っ
た「
会
員
サ
ポ
ー
ト

事
業
」だ
。

　

協
会
職
員
が
主
に
小
規
模
な

会
員
事
業
者
を
個
別
訪
問
し
、

協
会
の
事
業
施
策
に
対
す
る
意

　
「
会
員
重
視
」
の
方
針
に
基

づ
き
、
ま
ず
実
施
し
た
の
が
平

　

東
ト
協
は
、
今
年
４
月

１
日
付
で
全
25
支
部
を
内

部
組
織
化
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
各
支
部
は
一
般
社
団

法
人
の
支
部
組
織
と
し

て
、「
公
認
支
部
」と
な
っ

た（
写
真
＝
記
念
式
典
）。

　
こ
れ
ま
で
通
り
各
支
部

の
主
体
性
を
確
保
し
つ

つ
、
内
部
組
織
化
す
る
と

い
う「
東
京
方
式
」
に
よ

り
、
法
的
・
社
会
的
に
認

め
ら
れ
た「
公
認
支
部
」

に
移
行
し
た
も
の
。

　
協
会
の
事
業
活
動
の
要

と
な
る「
支
部
重
視
」
の

観
点
か
ら
、
各
支
部
の
主

体
性
や
自
主
的
な
支
部
運

営
を
確
保
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
、
内
部
組

を
一
元
化
し
た
が
、
同
委
員
会

の
も
と
に
適
正
運
賃
収
受
と
駐

車
問
題
に
関
す
る
小
委
員
会
を

設
置
し
、
対
応
強
化
に
動
い
て

い
る
。

　

運
賃
問
題
に
つ
い
て
は
、
独

占
禁
止
法
と
の
関
係
で
、
事
業

者
団
体
と
し
て
の
取
り
組
み
に

は
一
定
の
制
約
が
あ
る
た
め
、

現
在
、
公
正
取
引
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
検
証

し
な
が
ら
、質
疑
事
項
を
整
理・

検
討
し
て
い
る
段
階
だ
。

　

一
方
、
駐
車
問
題
で
は
当
面

の
対
応
策
と
し
て
、
事
態
の
改

善
に
向
け
て
新
た
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
駐
車

規
制
自
体
の
見
直
し
は
当
面
難

し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、「
荷

さ
ば
き
車
両
に
配
意
し
た
駐
車

規
制
緩
和
区
間
」
の
設
置
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。

　

東
京
商
工
会
議
所
の
協
力
に

よ
り
、
今
年
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
４
地
域
の
商

店
会
連
合
会
と
協
議
を
行
い
、

　

一
方
で
、
な
か
な
か
解
決
・

改
善
が
図
ら
れ
な
い
課
題
も
少

な
く
な
い
。
長
年
の
課
題
に
な

っ
て
い
る
適
正
運
賃
収
受
の
問

題
で
あ
り
、
当
面
の
大
き
な
課

題
と
し
て
は
駐
車
問
題
対
策
だ
。

　

東
ト
協
は
昨
年
、
常
任
委
員

会
体
制
を
再
編
し
、
物
流
政
策

委
員
会
を
設
置
し
て
政
策
機
能

織
化
し
た
。

　
東
ト
協
は
新
公
益
法
人
制

度
に
基
づ
き
、25
年
４
月
１

日
付
で
一
般
社
団
法
人
に
移

行
し
、
各
支
部
は「
地
域
会

員
」に
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、

法
的
・
社
会
的
に
は
外
部
の

任
意
団
体
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
各
支
部
の
位
置
付
け
が
、

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
後
の

懸
案
事
項
に
な
っ
て
い
た
も

の
だ
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
部
と
各

支
部
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
強
化
し
、
文
字
通
り
一

体
化
し
て
事
業
活
動
を
展
開

し
て
い
く
方
針
。
創
立
50
年

に
及
ぶ
東
ト
協
の
歴
史
の
中

で
も
、
銘
記
す
べ
き
エ
ポ
ッ

ク
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

山
積
す
る
業
界
課
題
の
中
で

も
、
安
全
対
策
・
事
故
防
止
と

環
境
対
策
の
推
進
は
、
と
り
わ

け
重
要
課
題
だ
。

　

こ
の
た
め
安
全
対
策
で
は
、

会
員
第
一
当
事
者
の
事
故
防
止

に
向
け
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
事
故

速
報
」
な
ど
を
活
用
し
て
、
継

続
的
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

24
年
12
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て

は
、
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の

徹
底
を
促
す「
運
転

者
注
意
喚
起
ス
テ
ッ

カ
ー
」
を
作
成
・
配

布
し
、
事
故
防
止
緊

急
対
策
も
展
開
し
た
。

　

ま
た
運
転
者
の
安

全
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、
警
視
庁
主

催
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ド

ラ
イ
バ
ー・コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
、
参
加
助
成
枠
も
１
万
５

千
人
分
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、
環
境
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）

活
動
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
推
進
。
昨
年
は
国
連
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
、
そ
の
取
り
組
み
を
世
界
に

発
信
し
、
改
め
て
注
目
を
集
め

た
。

　

特
に
Ｇ
Ｅ
Ｐ
活
動
の
成
果
と

し
て
強
調
す
べ
き
は
、
そ
の
取

り
組
み
が
東
京
都
の「
貨
物
輸

送
評
価
制
度
」
構
築
、
さ
ら

に
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の「
輸
配
送（
貨
物
自

動
車
）契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

制
定
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
だ
。

　

い
ず
れ
も
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
推
進
な
ど
に
よ
り
燃
費

効
率
が
高
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

が
少
な
い
運
送
事
業
者
を
評

価
し
、
荷
主
企
業
な
ど
に
対

し
て
優
先
的
な
利
用
を
推
奨

す
る
仕
組
み
で
、そ
の
構
築・

制
定
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
取
り
組

み
が
先
導
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
は

受
注
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が

る
と
い
う
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
制
度
へ
の
積
極
的
な
対

応
を
促
す
こ
と
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ

活
動
を
環
境
対
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
経
営
戦
略
に
活
用
す

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
方

針
だ
。

　東京都トラック協会（大髙一夫会
長）が引き続き、協会運営の基軸に
置く方針は「会員重視」「支部重視」。
大髙会長が平成23年の就任時に掲げ
た、この方針に基づき、会員事業者
および各支部とのコミュニケーショ
ンを密にしながら、より「会員の声」
を反映した事業施策の推進に努めて
きた。東ト協は来年、創立50周年と
いう大きな節目を迎えるが、この協
会運営の原点と言うべき方針を再確
認し、会員に対する各種支援施策を
一層積極的に展開し、さらに長年の
テーマである、業界に対する社会的
な理解促進と地位向上を目指し、「東
ト協フェスタ」開催という、新たな取
り組みにもアプローチする。

円
滑
な
事
業
経
営
サ
ポ
ー
ト

「ナマの声」把握へ
各支部役員と意見交換

「公認支部」発足
本部・支部が一体化

業
界
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

「東ト協フェスタ」

政
策
課
題
解
決
へ
対
応
強
化

初
任
運
転
者
講
習

運
管
事
前
講
習
も

支
部
健
診
に
加
え

新
た
に
本
部
で
も

安
全
・
環
境
対
策

さ
ら
に
強
力
推
進

中
型
免
許
制
度

見
直
し
が
実
現

運
行
記
録
計
義
務
化

拡
大
が
見
合
わ
せ
に

駐
車
問
題
対
策

粘
り
強
く
協
議

国会議員・都議の
「懇話会」が発足

大
髙
会
長
が
東
京
都
議
会
警
察
・
消
防

委
員
会
の
崎
山
知
尚
委
員
長
ら
に
駐
車

対
策
を
要
望（
26
年
６
月
）

「会員・支部重視」の成果と課題検
証

「
会
員
の
声
」反
映
し
支
援
策
推
進
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行楽・保養

　東ト協では「電話健康相談窓口」の案内および契約
保養所・レジャー施設の一覧を紹介したカードを作成
し、各支部を通じて配布している。保養所・レジャー
施設の利用に当たり、契約会員証の代わりに窓口で提
示することにより、優待料金で利用できる。

の行楽・保養に東 ト 協

契約保養施設一覧

　東京都トラック協会では福利厚生対
策事業の一環として、会員事業所の従業
員とその家族が優待料金で利用できる
契約保養所・レジャー施設を順次拡充
している。新たに「天然温泉・花鳥風月」

（旧まきばの湯）とも契約した。利用の
申し込みはそれぞれの窓口へ。

 東ト協 「電話健康相談カード」

▲あじろ

▲グリーンピア大沼

▲トーカ熱海

▲マホロバ・マインズ三浦

▲クレストビュー菅平

▲東急ホテルズ（宮古島東急リゾート）

▲ニュー・グリーンピア津南

保養施設利
用の

会員証代わ
りに

ご利用を!!
保 養 所 連 絡 先 利 用 方 法

 あじろ（保養所）
　静岡県熱海市下多賀 25 −１
　（JR 伊東線・網代駅から徒歩８分）

東京トラック事業健康保険組合
  ☎ 03 − 3264 − 2364

「総務課」（ ☎03−3264−2364）へ
電話予約。受付は利用希望日の２か月前
の同日から。

トーカ熱海（保養所）
　静岡県熱海市春日町 14 −９
　（JR東海道線、新幹線・熱海駅から徒歩５分）

東京貨物運送健康保険組合
  ☎ 03 − 3359 − 8162

「健康管理課」（☎03−3359−8162）
へ電話予約。受付は利用日の２か月前の
月の10日午前10時から。

クレストビュー菅平
　長野県須坂市峰の原 3153 − 675
　 （北陸新幹線・上田駅からバスで約55分）

ビスタリゾート予約センター
   ☎ 03 − 5217 − 3015

「ビスタリゾート予 約 センター」（ ☎
03 − 5217 − 3015）へ電話予約。また
は、「基金専用予約サイト」（ht tp://vista-
resort .com/ttpf/）へ。

ニュー・グリーンピア津南
　新潟県中魚沼郡津南町秋成 12300
　（ 上越新幹線・越後湯沢駅から宿泊者専用

送迎バスで約 50 分）

ニュー・グリーンピア津南
首都圏予約センター
  ☎ 03 − 5946 − 2361

「ニュー・グリーンピア津南首都圏予約
センター」（☎ 03 − 5946 − 2361）へ電
話予約。

グリーンピア大沼
　北海道茅部郡森町赤井川 229
　（ JR 函館本線・大沼公園駅から送迎バス

で約 15 分）

グリーンピアセンター（東京）
  ☎ 03 − 5688 − 4611

「グリーンピアセンター東京」（☎ 03 −
5688 − 4611）または「同ホテル」（☎
01374 −５− 2277）へ電話予約。

リゾートホテル
マホロバ・マインズ三浦
　神奈川県三浦市南下浦町上宮田 3231
（京浜急行・三浦海岸駅から無料送迎バスで約５分）

東京予約センター
  ☎ 0120 − 046 − 891

「東京予約センター」
（☎ 0120 − 046 − 891）へ電話予約。

東急ホテルズ・
ホテル東急ビズフォート
［北海道から宮古島まで全国 45 か所］

※ 電話での問い合わせ、予約は
    受け付けていない。
　 （契約法人サイトへ）

東急ホテルズの契約法人サイト
（h t t p : // w w w. t o k y u h o t e l s . c o . j p/
ja/b i z /）へ。
　法人会員番号：301503447
　パ ス ワ ー ド ：301503447

レジャー施設 連 絡 先 利 用 方 法

東京ディズニーリゾート
　 千葉県浦安市舞浜１−１
　（JR 京葉、武蔵野線・舞浜駅そば）

マジックキングダムクラブ
  ☎ 047 − 305 − 5043
 ※「メンバーシップカード」で割引あり

「マジックキングダムクラブ・メンバーシッ
プカード」を窓口で提示すれば、専用ワ
ンデーパスポートを割安で購入できる。

サンリオピューロランド
　東京都多摩市落合 1-31
　（京王、小田急、多摩モノレール各線・
     多摩センター駅から徒歩 5 分）

サンリオピューロランド
ゲストセンター
  ☎ 042 − 339 − 1111

サンリオピューロランド HP へアクセ
ス、パスポート割引券をプリンターで
印刷し窓口で提示する。

富士急ハイランド（テーマパーク）
ハイランドリゾート
　 山梨県富士吉田市新西原５−６−１
　ほか富士山麓周辺　
（富士急行線・富士急ハイランド駅そば）

FUJIYAMA倶楽部事務局
  ☎ 0120 − 364 − 229 ◀

「
電
話
健
康
相
談
カ
ー
ド
」
提
示
で
割
引
適
用 

◀

FUJIYAMA 倶楽部 HP へアクセスし、
優待券をプリンターで印刷し窓口で提示。

（ht tp ://w w w.fu j ik yu .co . jp/c lub/
member.html）
ユーザー ID：truck   パスワード：2295

東京サマーランド
　 東京都あきる野市上代継 600
　（JR五日市線・秋川駅から西東京バスで約10分）

東京サマーランド
予約センター
  ☎ 042 − 558 − 6511

      

東京お台場大江戸温泉物語
　 東京都江東区青海２−６−３
　（ 東京臨海新交通臨海線〔ゆりかもめ〕・
　  テレコムセンター駅そば）

大江戸温泉物語
   ☎ 03 − 5500 − 1126

大江戸温泉物語浦安万華郷
　千葉県浦安市日の出７−３− 12
　（ JR 京葉線・新浦安駅から無料送迎バスで

約10 分）

大江戸温泉物語
   ☎ 047 − 304 − 4126

天然温泉 花鳥風月
埼玉県日高市下大谷沢 546
（ＪＲ川越線・笠幡駅からバスで約 5 分）

天然温泉 花鳥風月
   ☎ 042 − 919 − 2626

夏

★ 申し込みは、各保養所および
　　各レジャー施設へ

【問い合わせ先】
東ト協施設管理課  

☎03 − 3359 − 4133

▲天然温泉　花鳥風月

  天然温泉 花鳥風月　入館料（税込み）

営業時間
（最終受付21時）

10時～18時 18時～22時
（夜 割）

大  人
（中学生以上）

平日 1,000円 
800円

土・日・祝 1,200円 
小  人

（3歳～小学生）
平日    800円 

650円
土・日・祝    900円 

※「電話健康相談カード」の提示で割引あり
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
11
日
、
東
ト
総
合
会
館

で
平
成
27
年
度（
第
36
回
）ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の

学
科
競
技
を
行
っ
た
。
学
科

競
技
に
は
会
員
事
業
者
か
ら

運
転
者
77
人
が
参
加
し
、こ

の
う
ち
成
績
上
位
の
38
人
が

実
科
検
定
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

 
東
ト
協
ド
ラ
コ
ン
は
、10

月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
主
催
）に
出
場
す
る
、東
京

都
代
表
選
手
の
選
考
を
兼
ね

て
行
わ
れ
る
も
の（
２
㌧
部

門
は
東
ト
協
大
会
の
み
）。

　
同
日
は
学
科
競
技
に
先
立

ち
、実
行
委
員
長
の
江
森
東

副
会
長（
運
輸
安
全
委
員
長
）

が
あ
い
さ
つ
。「
業
界
に
と
っ

て
、交
通
安
全
、事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
は
社
会
と
の
共

生
を
図
る
上
で
最
重
要
課
題
」

と
説
き
、今
年
３
月
に
小
学

生
の
死
亡
事
故
が
２
件
発
生

し
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、

「
悲
惨
な
交
通
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、日
頃
の
安
全
運

転
を
ぜ
ひ
持
続
す
る
よ
う
お

願
い
す
る
」と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
上
で
、「
安
全
運
転

の
要
で
あ
る
専
門
知
識
と

運
転
競
技
を
競
う
こ
と
は
、

３
５
０
０
会
員
事
業
者
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
レ
ベ
ル
の

向
上
や
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
も
、極
め
て

意
義
の
あ
る
こ
と
」と
述
べ
、

激
励
し
た
。

　

学
科
競
技
の
成
績
に
つ

い
て
は
、最
高
点
は
満
点
の

４
０
０
点
で
、
全
体
平
均

で
は
２
９
９
・
25
点
だ
っ

た
。
部
門
別
の
平
均
点
は
２

㌧
が
２
７
９
・
17
点
、
４
㌧

が
３
１
３
・
39
点
、11
㌧
が

２
９
４
・
36
点
、
ト
レ
ー
ラ

が
３
３
０
・
29
点
、
女
性
部

門
は
３
１
１
点
。

　

学
科
競
技
の
結
果
、実
科

検
定
に
出
場
す
る
成
績
上
位

選
手
は
、表
の
通
り
。
２
㌧
・

４
㌧
・
11
㌧
部
門
が
各
10
人
、

女
性
部
門
は
３
人
、ト
レ
ー

ラ
部
門
は
５
人
が
出
場
す
る
。

　
今
年
か
ら
女
性
部
門
の
運

転
車
両
に
つ
い
て
、従
来
の

２
㌧
車
の
み
か
ら
選
択
制
に

変
更
し
、日
頃
、運
転
し
て
い

る
車
両
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

　

実
科
検
定
は
、ト
レ
ー
ラ

部
門
が
７
月
21
日
、
日
立
物

流
松
戸
研
修
所
で
行
わ
れ
、

こ
れ
以
外
の
一
般
・
女
性
部

門
は
７
月
26
日
、
警
視
庁
府

中
運
転
免
許
試
験
場
で
実
施

さ
れ
る
。
表
彰
式
は
、同
日

の
実
科
検
定
終
了
後
、府
中

試
験
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
24
・
25
日
、第
47
回
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
。
競

技
部
門
は
、
４
㌧
・
11
㌧
・

ト
レ
ー
ラ
・
女
性
の
４
部
門

で
、学
科
・
実
科
競
技
を
行

い
、各
部
門
を
通
じ
て
総
合

得
点
第
１
位
の
選
手
に
は

「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一
」

と
し
て
、内
閣
総
理
大
臣
賞

が
贈
ら
れ
る
。

　
会
場
は
茨
城
県
ひ
た
ち
な

か
市
の
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修

所
。
10
月
24
日
に
実
科
競
技

（
１
日
目
）と
学
科
競
技
、翌

25
日
に
実
科
競
技（
２
日
目
）

を
実
施
。
表
彰
式
は
10
月
26

日
、東
京
都
千
代
田
区
の
ス

ク
ワ
ー
ル
麹
町
で
行
う
。

　

東
ト
協
深
川
支
部（
齋
藤

正
雄
支
部
長
）と
城
東
支
部

（
鈴
木
健
之
支
部
長
）は
７
月

13
日
、江
東
区
住
吉
の
テ
ィ

ア
ラ
こ
う
と
う
で
合
同
事
故

防
止
大
会
を
開
催
し
た
。
今

年
３
月
に
江
東
区
内
で
小
学

生
の
死
亡
事
故
が
起
き
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
、「
二
度

と
死
亡
事
故
を
出
さ
な
い
。

１
件
の
事
故
も
出
さ
な
い
」

と
強
い
決
意
を
込
め
た
大
会

重
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

　

引
き
続
き
、

警
視
庁
主
催
の

平
成
26
年
度
セ

ー
フ
テ
ィ
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
無
事

故・
無
違
反
を

達
成
し
た
事
業

者
表
彰
を
行
い
、

深
川
支
部
23
事

業
所
77
チ
ー
ム
、

城
東
支
部
34
事

業
所
84
チ
ー
ム

の
代
表
者
に
対

し
、
齋
藤
・
鈴
木
両
支
部
長

が
、大
髙
一
夫
会
長
名
の
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
表
彰

し
た
。

　

大
会
に
は
、来
賓
と
し
て

東
京
運
輸
支
局
の
大
森
陽
子

次
長
、深
川
警
察
署
の
岡
野

利
昭
交
通
課
長
、亀
戸
労
働

基
準
監
督
署
の
今
井
義
人
第

三
方
面
主
任
労
働
基
準
監
督

官
、陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
東
京
都
支

部
会
の
古
角
豊
事
務
局
長
が

出
席
し
あ
い
さ
つ
。

　

大
森
次
長
は「
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

０
９
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、事
故
防
止
対
策
へ
の
協

力
を
お
願
い
す
る
」と
求
め
、

岡
野
課
長
は「
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹
底

を
」と
呼
び
か
け
た
。

　

今
井
監
督
官
は「
労
働
災

害
の
原
因
の
一
つ
に
長
時
間

労
働
が
あ
る
。
荷
主
と
協
力

し
て
改
善
し
て
い
き
た
い
」

と
し
、古
角
事
務
局
長
は
荷

役
作
業
中
の
労
災
防
止
に
は

「
正
し
い
作
業
手
順
を
守
る

こ
と
が
重
要
」と
強
調
し
た
。

　
ま
た
東
ト
協
運
輸
安
全
委

員
会
の
中
村
克
敏
副
委
員
長

が
、江
森
東
委
員
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
。
警
視
庁
か

ら
協
力
要
請
を
受
け
、「
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
を

向
上
さ
せ
、業
界
の
取
り
組

み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る『
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
』

の
作
成
を
検
討
中
だ
。
こ
れ

を
活
用
し
、事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
」

と
伝
え
た
。

　

こ
の
後
、深
川
・
城
東
支

部
合
同
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
委

員
会
の
永
嶋
信
一
委
員
長

が
、新
た
な
試
み
と
な
る
両

支
部
合
同
の
交
通
安
全
標
語

の
募
集
、お
よ
び
交
通
安
全

標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

大
会
で
は
、城
東
支
部
運

輸
安
全
委
員
会
の
中
村
委
員

長（
本
部
運
輸
安
全
委
副
委

員
長
）が
大
会
宣
言
を
行
い
、

参
加
者
全
員
で「
深
川
、
城

東
支
部
の
会
員
か
ら
は
１
件

も
悲
惨
な
事
故
を
出
さ
な
い

ぞ
！
」と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
し
、事
故
防
止
の
徹
底
を

期
し
た
。

　
深
川
支
部
の
齋
藤
支
部
長

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、「
安
全
・
安
心
な
街
を
皆

さ
ん
の
協
力
で
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」と
述
べ
た
。

宣
言
を
行
っ
た
。

　
大
会
で
は
城
東
支
部
の
鈴

木
支
部
長
が
開
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、「
事
業
用
貨
物
自

動
車
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多

発
す
る
非
常
事
態
に
あ
る
。

安
全
は
確
認
の
積
み
重
ね
が

　

東
ト
協
青
年
部

（
笠
原
史
久
本
部
長
）

は
７
月
13
日
と
15
日

に
、
江
戸
川
区
立
船

堀
第
二
小
学
校
で
交

通
安
全
教
室
を
開
催

し
た
。

　
同
校
か
ら
の
協
力

要
請
を
受
け
、昨
年
に
続
き

実
施
し
た
も
の
で
、同
校
の

１
年
生（
13
日
）と
２
年
生

（
15
日
）を
対
象
に
開
催
し
、

夏
休
み
を
控
え
た
子
供
た
ち

に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、交
通
事
故

に
気
を
付
け
る
よ
う
呼
び
か

け
た
。

　

交
通
安
全
教
室
は
、実
際

の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
行

い
、ト
ラ
ッ
ク
の
特
性
と
し

て
運
転
席
か
ら
子
供
た
ち
の

姿
が
見
え
な
い
死
角
部
分
が

多
い
こ
と（
写
真
①
）や
、タ

イ
ヤ
の
内
輪
差
が
大
き
く
、

前
輪
と
は
異
な
る
軌
道
を
通

る
後
輪
の
危
険
性（
写
真
②
）

な
ど
に
つ
い
て
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。

　

ま
た
、子
供
た
ち
に
ト
ラ

ッ
ク
に
触
れ
合
い
親
し
み
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、実
際

に
ウ
イ
ン
グ
車
や
冷
凍
車
の

荷
台
に
乗
っ
て
、車
体
の
大

き
さ
や
荷
台
の
広
さ
な
ど
に

つ
い
て
体
験
し

て
も
ら
っ
た
。

　

東
ト
協
で
は
従
来
か
ら
、

各
支
部
青
年
部
が
各
地
域
で

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て

お
り
、地
域
の
子
供
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
活
動
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
部
青
年
部
で

は
昨
年
、こ
れ
ま
で
に
蓄
積

し
て
き
た
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
も
と
に
実
施
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
。

　

今
後
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
し
て
、地

域
の
小
学
校
な

ど
か
ら
の
開
催

要
請
に
積
極
的

に
対
応
し
て
い

く
方
針
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い

て
も
、さ
ら
に
内

容
を
検
討
し
改

善
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て

い
る
。

      
東  

ト  

協

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

         
安
全
運
転
の
推
進
・
向
上
へ

学科競技に77人が参加

第 36回

上
位
38
人
が
実
科
検
定
へ

全
国
ド
ラ
コ
ン

10
月
24・25
日
開
催

専門知識と
運転技能競う

深川・城東支部

合  同
事故防止大会

江
戸
川
区
の
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
を
開
催

東ト協青年部

「
１
件
の
事
故
も
出
さ
な
い
」

強
い
決
意
で
大
会
宣
言

（９） 第1084号２０15年（平成27年）７月25日協 会
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全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
26
年
お

よ
び
27
年
第
１
四

半
期（
１
～
３
月
）

の「
交
通
事
故
統

計
分
析
結
果
」
を

ま
と
め
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、26
年

の
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
死
亡
事

故
件
数
は
前
年
よ

り
減
少
し
た
が
、

全
国
共
有
の
目
標

と
す
る
死
亡
事
故

率（
２
・
０
以
下
／
１
万
台

当
た
り
発
生
件
数
）を
大
き

く
上
回
る
状
況
に
あ
る
。

　
26
年
の
死
亡
事
故
件
数

（
軽
自
動
車
を
除
く
）は
３

３
０
件
で
前
年
比
19
件
の
減

少
だ
が
、死
亡
事
故
率
は
２・

69
で
、目
標
値
を
大
き
く
上

回
る
。
発
生
地
域
別
に
み
る

と
、東
京
都
が
最
も
多
く
26

件
で
、
以
下
、
多
い
順
に
大

阪
府
が
24
件
、
埼
玉
県
が
20

件
、
千
葉
県
が
18
件
、
神
奈

川
県
が
17
件
だ
っ
た
。

　

一
方
、
車
籍
別（
ナ
ン
バ

ー
別
）に
み

る
と
、
埼
玉

県
が
26
件
と

最
も
多
く
、

次
い
で
大
阪

府
が
24
件
、

千
葉
県
が
19

件
、神
奈
川・

愛
知
各
県
が

16
件
と
な
っ

て
い
る
。
東

京
都
は
前
年

よ
り
４
件
少

な
い
12
件
で
、全
国
で
は
７

番
目
と
な
っ
て
お
り
、相
対

的
に
他
地
域
か
ら
の
流
入
車

の
死
亡
事
故
が
多
い
こ
と
を

示
し
て
い
る（
表
）。

　
死
亡
事
故
率
を
車
籍
別
に

み
る
と
、東
京
都
は
25
年
が

１
・
７
、26
年
は
０
・
４
低

下
の
１
・
３
で
、全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
り
目
標
値
よ

り
低
い
水
準
に
あ
る
。

　
23
～
26
年
の
死
亡
事
故
の

傾
向
を
車
両
区
分
別
に
み
る

と
、
い
ず
れ
の
年
も「
大
型

車
」
が
最
も
多
く
、
お
お
む

ね
全
体
の
５
～
６
割
程
度
を

占
め
る
。
次
い
で「
中
型
車
」

が
３
～
４
割
程
度
と
多
い
。

　

事
故
類
型
別
に
み
る
と
、

い
ず
れ
の
年
も「
車
両
相
互
」

が
最
も
多
く
、５
割
以
上
を

占
め
て
い
る
。
事
故
類
型
を

車
籍
別
に
み
る
と
、東
京
都

で
は「
人
対
車
両
」
が
６
件

（
う
ち「
横
断
中・横
断
歩
道
」

と「
路
上
横
臥
中
」各
２
件
）、

「
車
両
相
互
」
が
５
件
、「
車

両
単
独
」
が
１
件
。

　
27
年
第
１
四
半
期
の
死
亡

事
故
件
数
は
88
件
。
こ
れ
を

年
間
換
算
し
た
死
亡
事
故
率

は
２
・
86
で
、
目
標
を
大
き

く
上
回
り
、前
年
よ
り
悪
化

す
る
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
全
ト
協
は
事
故
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、４
半
期
ご

と
に
事
故
分
析
結
果
を
ま
と

め
、公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

トラック事故が続発
各ターミナルで街頭活動
  東ト協各支部が協力

　警視庁交通部は７月14日、都内４か所のトラ
ックターミナルで、事業用貨物自動車の運転者
に対して直接、交通事故への注意を呼びかける
「トラック・ストップ作戦」を実施した。
　貨物自動車関与の死亡事故が今年上半期累計
で33件発生しており、死亡事故全体の約43％を
占め関与率が高い。さらに７月に入り、貨物自
動車による重大事故が連続して発生し、深刻な
事態にあるため実施したものだ。

　同作戦には、東京都トラック協会大田・江戸川・
足立各支部の会員事業者が協力。各トラックタ
ーミナルで所轄の警察署に協力して街頭活動を
行い、運転者に対して交通安全情報のチラシやノ
ベルティを手渡しながら、注意喚起した。
　特に死亡事故の多くが交差点内で起きている
ことから、助手席側に視界を遮るような荷物な
どを置かないよう注意を促し、安全確認の徹底
を呼びかけた。 　

東
京
都
は
、７
月
６
日
付
で

関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
て
、

青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
と

警
視
庁
交
通
部
長
連
名
の
要
請

文
書「
交
通
事
故
防
止
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
」を
発
出
し
た
。

　
都
内
で
は
７
月
３
日
か
ら
５

日
に
か
け
て
、５
件
５
人
の
死

亡
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
、

交
通
事
故
死
者
数
が
前
年
同
時

期
を
大
幅
に
上
回
る
状
況
に
あ

る
。

 

こ
の
た
め「
憂
慮
す
べ
き
状

況
」
と
し
て
、
事
故
抑
止
へ
の

広
報
や
注
意
喚
起
を
行
う
と
と

も
に
、前
照
灯
の
早
め
の
点
灯

（
日
没
の
お
お
む
ね
１
時
間
前
）

の
徹
底
な
ど
、事
故
抑
止
へ
の

取
り
組
み
強
化
を
呼
び
か
け
た

も
の
だ
。　

　
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た

平
成
27
年
上
半
期（
１
～
６

月
）の
労
働
災
害
発
生
状
況

（
速
報
）に
よ
る
と
、陸
上
貨

物
運
送
業
の
死
傷
者
数（
死

亡
災
害
お
よ
び
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
災
害
）は
５
５
２

１
人
で
、前
年
同
期
比
３
６

８
人（
６
・
２
％
）減
少
し
、

抑
止
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、死
亡
者
数
は
43
人

で
同
12
人（
21
・
８
％
）
の

減
少
と
大
き
く
減
っ
た
。
た

だ
、業
種
別
で
は
建
設
業（
１

３
５
人
）、第
三
次
産
業（
92

人
）、
製
造
業（
62
人
）に
次

い
で
多
く
、ま
た
25
年
上
半

期（
34
人
）を
上
回
る
状
況

に
あ
り
、防
止
対
策
の
徹
底

が
求
め
ら
れ
る
。

　
死
傷
災
害
を
事
故
の
型
別

に
み
る
と
、「
墜
落
・
転
落
」

（
１
５
９
７
人
）が
最
も
多

い
。
次
い
で「
転
倒
」（
８
６

４
人
）、「
動
作
の
反
動
・
無

理
な
動
作
」（
７
４
７
人
）、

「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」

（
６
３
３
人
）、「
激
突
」（
４

３
０
人
）、「
交
通
事
故（
道

路
）」（
３
９
１
人
）の
順
で

多
か
っ
た
。

　
ま
た
、死
亡
災
害
で
は「
交

通
事
故（
道
路
）」（
26
人
）が

最
も
多
く
、全
体
の
約
６
割

を
占
め
て
い
る
。

　

な
お
、全
産
業
の
死
傷
者

数
は
４
万
５
１
２
４
人
で
同

２
１
６
４
人（
４
・
６
％
）、

死
亡
者
数
は
３
８
５
人
で
同

52
人（
11
・
９
％
）の
そ
れ
ぞ

れ
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
労
働
局
が
ま
と
め
た

27
年
上
半
期
の
労
災
発
生
状

況
（
速
報
）
に
よ
る
と
、
道

路
貨
物
運
送
業
の
死
傷
者
数

は
３
２
９
人
で
前
年
同
期
比

６
人
（
１
・
８
％
）
減
少
し
、

死
亡
者
数
は
同
２
件
少
な
い

１
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
管
内
全
体
の
死
傷
者
数
は

３
４
３
９
人
で
同
１
５
０
人

（
４
・
２
％
）
減
少
し
て
い

る
が
、
死
亡
者
数
は
27
人
で

同
２
人
多
い
。

東京都・警視庁

死亡事故が増加
防止対策強化を

全ト協警
視
庁

東
労
局
管
内

    

死
傷
災
害
1.8
％
減

   

死
亡
１
人
に
抑
止

死
亡
事
故
率
２
・
７
に
悪
化

        
共
有
目
標
を
大
き
く
上
回
る

26年 交 通 事 故 分 析

東京は1.3と達成水準

27
年
上
半
期
の

労
災
発
生
状
況 

厚労省

26年の車籍別
死亡事故件数
埼　玉 26
大　阪 24
千　葉 19
神奈川 16
愛　知 16
福　岡 14
東　京 12
兵　庫 12
広　島 12
北海道 11

陸 運 業

死傷災害が抑止傾向
死亡災害21.8％減少に
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●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
平
成
28
年
10
月
の
創
立

50
周
年
に
向
け
て「
50
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
」を

設
置
し
、第
１
回
委
員
会
を

開
催
す
る
。
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
開
催
し
、「
記
念
史
」

を
刊
行
す
る
計
画（
８
日
）

　

●
道
路
交
通
法
改
正
法

案
、衆
議
院
本
会
議
で
可
決・

成
立
し
、「
準
中
型
自
動
車
」

免
許（
車
両
総
重
量
３・５
㌧

以
上
７
・
５
㌧
未
満
）の
創

設
が
決
ま
る
。
施
行
は
公
布

（
６
月
17
日
）か
ら
２
年
以

内
。
取
得
資
格
は
18
歳
以
上

で
、運
転
経
験
を
問
わ
な
い
。

高
校
新
卒
者
で
も
取
得
可
能

な
た
め
、若
年
運
転
者
確
保

に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る（
11
日
）

　
●
警
視
庁
、東
ト
協
に
対

し
て
交
通
部
長
名
で
要
請
文

書「
交
通
安
全
対
策
の
お
願

い
に
つ
い
て
」を
発
出
す
る
。

事
業
用
貨
物
自
動
車
の
交
通

死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る

上
、関
与
率
も
高
い
と
し
て

注
意
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

連
携
し
た
交
通
安
全
活
動
へ

の
協
力
を
求
め
る（
11
日
）

　

●
政
府
、
第
１
回「
サ
ー

ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
協
議

会
」を
開
催
す
る
。
サ
ー
ビ

ス
業
５
分
野
を
対
象
に
し
た

も
の
で
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
星
野
良
三
会
長
ら

が
出
席
。
会
議
に
は
安
倍
晋

三
首
相
が
自
ら
出
席
し
、生

産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
推

進
を
求
め
る（
18
日
）

　

●
国
土
交
通
省
・
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、「
貨
物

自
動
車
の
総
合
安
全
対
策
」

を
策
定
し
公
表
す
る
。
道
路

交
通
法
改
正
に
よ
り「
準
中

型
自
動
車
」免
許
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
策
定

し
た
も
の
で
、対
策
と
し
て

は
特
に
運
転
者
に
対
す
る
教

育
・
指
導
監
督
を
強
化
す

る
方
針（
26
日
）

　

東
京
労
働
局
は
こ
の
ほ

ど
、平
成
26
年（
１
年
間
）に

お
け
る
都
内
の
道
路
貨
物
運

送
業
２
１
６
事
業
場
の
監
督

指
導
結
果
を
ま
と
め
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、１
８
１
事
業

場
に
労
働
基
準
法
関
係
の
法

令
違
反
が
あ
り
、違
反
率
は

83・８
％
に
も
上
っ
た
。

　

違
反
内
容
は
、法
定
労
働

時
間
に
係
る
違
反
が
最
も
多

く
、
１
２
６
事
業
場（
全
体

の
58・３
％
、以
下
同
様
）と

６
割
近
く
あ
っ
た
。
次
い
で

割
増
賃
金
に
係
る
違
反
が
74

事
業
場（
34・３
％
）で
、こ
れ

ら
違
反
が
大
半
を
占
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、法
定
休
日
に

係
る
違
反
が
５
事
業
場（
２・

３
％
）だ
っ
た
。

　
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し

て
い
る
道
路
貨
物
運
送
業
に

遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、

「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時

間
等
の
改
善
の
た
め
の
基

準
」（
告
示
）違
反
は
１
０
５

事
業
場（
48
・
６
％
）と
半

数
近
く
に
あ
っ
た
。

　

違
反
内
容
は
、
最
大
拘
束

時
間
に
係
る
違
反
が
82
事
業

所（
38・０
％
）と
最
も
多
く
、

以
下
、総
拘
束
時
間
に
係
る
違

反
が
66
事
業
場（
30・６
％
）、

休
息
期
間
に
係
る
違
反
が
40

事
業
場（
18・
５
％
）で
、
こ

れ
ら
違
反
で
９
割
以
上
を
占

め
て
い
る（
表
）。

　

こ
の
ほ
か
、連
続
運
転
時

間
に
係
る
違
反
が
11
事
業
場

（
５・
１
％
）、
最
大
運
転
時

間
に
係
る
違
反
が
７
事
業
場

（
３・
２
％
）、
休
日
労
働
に

係
る
違
反
が
４
事
業
場（
１・

９
％
）だ
っ
た
。

　
違
反
事
例
と
し

て
は
、
交
通
事
故

に
よ
る
死
亡
労
働

災
害
を
契
機
に
臨

検
監
督
し
た
結

果
、
運
転
者
に
休

日
を
与
え
ず
、
拘

束
時
間
の
限
度
超

過
を
繰
り
返
す
な

ど
の
違
法
な
配
車
　
国
土
交
通
省
・
経
済
産
業

省
は
、平
成
27
年
度
グ
リ
ー

ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

優
良
事
業
を
募
集
し
て
い

る
。
物
流
分
野
に
お
け
る
環

境
負
荷
低
減
や
、物
流
の
生

産
性
向
上
な
ど
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
に
関

し
て
、特
に
顕
著
な
功
績
の

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
４
日
、東
京
都
福
祉
保

健
局
と
合
同
で
、平
成
27
年

度
の
船
橋
備
蓄
倉
庫（
世
田

谷
区
）の
運
用
訓
練
を
行
っ

た
。
都
災
害
備
蓄
倉
庫
に
お

け
る
荷
役
作
業
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
、荷
捌
き
作
業

の
習
熟
や
協
力
体
制
の
確
立

を
図
る
目
的
で
、実
施
し
た

も
の
。

　

訓
練
は
、東
京
湾
北
部
地

震
に
よ
り
都
区
部
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、都
か
ら
物

資
搬
出
要
請
が
あ
っ
た
と
の

想
定
で
実
施
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、東
ト
協
の

荷
捌
き
要
員
が
①
成
城
消
防

署
千
歳
出
張
所
か
ら
備
蓄
倉

庫
の
鍵
を
受
け
取
り
解
錠
、

職
員
５
人
が
参
加
。
衛
星
携

帯
電
話
を
使
用
し
て
、作
業

開
始
を
報
告
し
た
後
、消
防

署
に
預
け
ら
れ
て
い
る
備
蓄

倉
庫
の
鍵
を
受
け
取
り
解
錠
。

シ
ュ
ー
タ
ー
や
伸
縮
型
ロ
ー

ラ
ー
を
使
っ
て
、救
援
物
資

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
毛
布
各

20
箱
を
搬
出
し
、ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
む
作
業
を
実
施
。

　

な
お
、都
福
祉
保
健
局
の

職
員
や
世
田
谷
支
部
の
鈴
木

敏
明
支
部
長
、大
田
支
部
の

谷
口
眞
二
副
支
部
長
が
訓
練

を
視
察
し
た
。

　
訓
練
後
に
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、救
援
物
資
の
中
身

を
迅
速
に
判
別
で
き
る
よ
う

に
視
認
性
の
向
上
や
、配
置

に
つ
い
て
工
夫
す
べ
き
こ
と

な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
、荷
役
作
業
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、救
援
物
資

の
パ
レ
ッ
ト
化
や
ハ
ン
ド
リ

フ
ト
の
導
入
な
ど
が
提
案
さ

れ
た
。

　

流
通
経
済
大
学

は
、
平
成
28
年
度
の

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
推
薦
に
よ
る
入
試

（
Ａ
Ｏ
入
試
）志
願
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　

▽
募
集
学
部
＝
経
済
学

部
・
社
会
学
部
・
流
通
情
報

学
部
・
法
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部

　
▽
出
願
資
格
＝
①
流
経
大

を
第
一
志
望
と
す
る
高
校
卒

業
者
お
よ
び
28
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者
、②
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業

者
の
関
係
者

　
▽
出
願
書
類
＝
①
入
学
志

願
票
、
②
調
査
書
、
③
卒
業

証
明
書
、
④
健
康
診
断
書
、

⑤
Ａ
Ｏ
入
試
面
談
資
料
、⑥

Ａ
Ｏ
入
試
志
願
者
評
価
書

　
※
③
・
④
は
社
会
人
志
願

者
の
み

　
▽
Ａ
Ｏ
入
試
の
プ
ロ
セ
ス

＝
①
流
経
大
入
試
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
、全
ト
協
推
薦
で

の
Ａ
Ｏ
入
試
を
出
願
し
て
い

る
旨
を
伝
え
、オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
申
し

込
む
、②
参
加
後
、「
志
望
理

由
」な
ど
を
所
定
用
紙
に
記

入
し
提
出
。
面
談
で
認
め

ら
れ
た
場
合
、エ
ン
ト
リ
ー

受
付
完
了
、
③「
Ａ
Ｏ
入
試

課
題
文
」
を
完
成
さ
せ
、
出

願
・
本
面
談（
入
試
）に
進
む

　

受
験
出
願
の
受
付
は
、８

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
５
期

に
わ
た
っ
て
行
う
。
出
願
期

間
や
試
験
日
程
な
ど
詳
細

は
、同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.rku.ac.jp

）

を
参
照
。

　

受
験
申
請
は
、Ａ
Ｏ
エ
ン

ト
リ
ー
な
ど
を
行
っ
た
上

で
、
所
属
協
会
に「
全
ト
協

推
薦
枠
受
験
申
請
書
」を
提

出
す
る
。
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
員
の
場
合
は
、東
ト

協
教
育
研
修
部（
☎
03
・
３

３
５
９・４
１
３
７
）へ
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
流
通

経
済
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

（
龍
ヶ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
、
☎

０
２
９
７
・
60
・
１
１
５
６
）

救
援
物
資
の
積
み

出
し
体
制
を
整
え

る
訓
練
、②
輸
送

隊
車
両
に
救
援
物

資
を
積
み
込
む
訓

練
、③
衛
星
携
帯

電
話
通
信
訓
練
、

を
実
施
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
東

ト
協
世
田
谷
支
部

の
４
㌧
車
１
台
と

荷
捌
き
要
員
５

人
、
お
よ
び
本
部

あ
っ
た
事
業
者
に
つ
い
て
大

臣
・
局
長
級
表
彰
を
行
う
。

　

募
集
期
間
は
８
月
31
日

（
必
着
）ま
で
。

　
今
年
度
か
ら
表
彰
対
象
を

拡
大
し
、
従
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
の
た
め
の
取
り
組

み
に
加
え
、こ
れ
以
外
の
環

境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

や
、
生
産
性
の

向
上
な
ど
持
続

可
能
な
物
流
体

系
の
構
築（
労

働
力
不
足
対
策

な
ど
）に
資
す

る
取
り
組
み
も

対
象
と
す
る
。

　

ま
た
、
荷
主

と
物
流
事
業
者

の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
に

限
定
せ
ず
、荷
主
同
士
お
よ

び
物
流
事
業
者
同
士
に
よ
る

連
携
し
た
取
り
組
み
も
対
象

と
す
る
。

　
特
に
優
良
な
事
業
に
対
し

て
、荷
主
が
中
心
と
な
っ
た

事
業
の
場
合
は
経
産
大
臣
、

物
流
事
業
者
が
中
心
と
な
っ

た
事
業
の
場
合
は
国
交
大
臣

の
各
大
臣
表
彰
を
行
う
。
大

臣
表
彰
に
準
ず
る
事
業
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
経
産
省
大

臣
官
房
商
務
流
通
保
安
審
議

官
表
彰
、国
交
省
大
臣
官
房

物
流
審
議
官
表
彰
を
行
う
。

　

審
査
の
上
、12
月
上
旬
に

審
査
結
果
を
公
表
し
、同
中

旬
に
表
彰
式
を
行
う
予
定
。

　
応
募
要
領
の
詳
細
や
申
請

様
式
な
ど
は「
グ
リ
ー
ン
物

流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://www.

greenpartnership.jp/

）

に
掲
載
。
な
お
、表
彰
を
受

け
た
事
業
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
は
、12
月
に
開
催

予
定
の
同
会
議
で
紹
介
す
る
。

　

▽
申
請
書
提
出
・
問
い

合
わ
せ
先
＝
経
産
省
商
務
情

報
政
策
局
商
務
流
通
保
安
グ

ル
ー
プ
物
流
企
画
室（
☎
03
・

３
５
０
１・
１
７
０
８
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
03・３
５
０
１・６
２
０

４
）、国
交
省
総
合
政
策
局
物

流
政
策
課（
☎
03・
５
２
５
３

・８
７
９
９
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
５

２
５
３・１
６
７
４
）

を
行
っ
て
い
た
事
業
場
が
あ

り
、「
改
善
基
準
告
示
」の
遵

守
に
つ
い
て
、是
正
勧
告
し

た
。

　

ま
た
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
無
資
格
運
転
さ
せ
、運
転

者
に
重
篤
な
後
遺
障
害
を
負

わ
せ
る
労
災
事
故
を
起
こ
し

た
事
業
場
に
つ
い
て
、そ
の

事
業
者
お
よ
び
責
任
者
を
書

類
送
検
し
た
。

　

同
局
は
、法
定
労
働
時
間

関
係
の
違
反
率
が
高
い
こ
と

な
ど
か
ら
、今
後
と
も
長
時

間
労
働
の
お
そ
れ
の
あ
る
事

業
場
に
対
し
て
重
点
的
な
指

導
監
督
を
行
い
、特
に
重
大

ま
た
は
悪
質
な
違
反
事
案
に

対
し
て
は
、司
法
処
分
を
行

う
な
ど
厳
正
に
対
処
す
る
と

し
て
い
る
。

◇６月分 ◇

国交省・経産省

27年度

「グリーン物流」
優良事業 大臣・局長級表彰

労
基
法
関
係
違
反
が
８
割
強

改
善
基
準
違
反
も
５
割
近
く

東京労働局

道路貨物運送業
26年の監督指導結果

Ａ
Ｏ
入
試
志
願
者
を
募
集

全ト協
推 薦

流通経済大学

東ト協
東京都

募集期限８月31日
表彰対象を拡大

  運転者の
「改善基準告示」違反 105事業場（48.6%）

総拘束時間違反 66事業場（30.6%）

最大拘束時間違反 82事業場（38.0%）

休息期間違反 40事業場（18.5%）

最大運転時間違反   7事業場（  3.2%）

連続運転時間違反 11事業場（  5.1%）
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改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ

れ
て
１
年
を
過
ぎ
、こ
の
改
正
法

に
よ
る
、「
て
ん
か
ん
」
や「
認
知

症
」な
ど
特
定
の
病
気
を
理
由
と

し
て
、運
転
免
許
の
取
り
消
し
や

停
止
の
処
分
を
受
け
た
ケ
ー
ス

が
７
７
１
１
件
に
達
し
た
、と
い

う
警
察
庁
の
発
表
が
７
月
16
日
に

あ
っ
た
◆
発
表
内
容
を
み
る
と
、

７
千
件
を
超
え
る
処
分
理
由
の
う

ち
、最
多
は「
て
ん
か
ん
」で
２
３

１
３
件
、
こ
れ
に
次
い
で「
認
知

症
」が
１
１
６
５
件
、「
統
合
失
調

症
」が
１
０
０
６
件
、「
再
発
性
の

失
神
」が
９
２
６
件
な
ど
だ
っ
た

◆
事
故
は
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。こ
の
分
か
り
切
っ
た
常
識
が
、

ど
う
も
守
り
切
れ
な
く
て
、事
故

を「
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
」
ケ
ー

ス
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
持
病

を
持
ち
な
が
ら
も
、運
転
免
許
証

を
返
納
で
き
な
い「
や
む
を
得
な

い
」
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
◆
こ
の
改

正
道
交
法
で
は
、病
状
を
知
り
な

が
ら「
虚
偽
申
告
」
し
た
者
は
罰

せ
ら
れ
る
。
営
業
用
自
動
車
運
転

者
の
場
合
、運
転
者
本
人
の
問
題

だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
や
は

り
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な

る
ま
い
。「
釈
迦
に
説
法
」
で
、
く

ど
く
ど
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、事
故
は
起
こ
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
。
起
こ
る
前
の
対
策
が
大
切

と
い
う
当
然
が
求
め
ら
れ
る
。

出
典
『
週
刊
「
日
本
の
美
を
め
ぐ

る
」
ア
ニ
メ
の
は
じ
ま
り 

鳥
獣
戯

画
』（
小
学
館
）

第20回

医療もデータの時代に

　

今
年
４
月
か
ら「
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
組
合
が
組
合
員
の
健
康

診
断
な
ど
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
人
を

見
つ
け
、健
康
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

血
液
検
査
に
は
、H
b
A
1
c

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿

病
の
リ
ス
ク
を
知
る
上
で
と
て
も

重
要
な
数
値
で
す
が
、７
・
０
％

以
上
の
人
に
対
し
て
は
健
康
指
導

を
す
る
よ
う
、健
保
組
合
に
加
入

す
る
企
業
に
依
頼
す
る
こ
と
が
増

え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
少
子
化
で
労
働
力
人
口
が
減
っ

て
い
く
中
、従
業
員
の
病
気
を
予

防
す
る
こ
と
が
、企
業
に
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
10
月
か
ら
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
住
民
票
を
持
つ
す
べ
て
の

国
民
に
通
知
さ
れ
、
社
会
保
障
、

税
、災
害
対
策
の
行
政
手
続
に
使

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、医

療
分
野
専
門
の
番
号
も
配
布
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
患
者
が
複
数
の
医
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
、カ
ル
テ
も
バ
ラ

バ
ラ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、

必
要
な
情
報
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
医
療
専
門
の
番

号
に
よ
っ
て
、カ
ル
テ
が
複
数
の

医
療
機
関
で
共
有
で
き
れ
ば
、治

療
が
迅
速
に
行
え
、リ
ス
ク
も
減

ら
せ
る
で
し
ょ
う
。
医
療
は
、特

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
重
要

に
な
る
た
め
、
現
在
、
詳
細
を
詰

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後

は
医
療
機
関
で
の
情
報
共
有
が
進

む
は
ず
で
す
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
近
年
、注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、医
療
分
野
が

目
指
す
の
は
、
例
え
ば
、
糖
尿
病

で
肺
が
ん
の
あ
る
70
歳
の
男
性
の

最
も
適
切
な
治
療
法
を
、過
去
の

デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。

　

複
数
の
要
因
が
あ
る
ほ
ど
、治

療
は
複
雑
に
な
り
ま
す
が
、デ
ー

タ
か
ら
ベ
ス
ト
な
治
療
方
法
が
見

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ

り
適
切
な
治
療
法
の
確
立
の
た
め

に
、デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

出典『週刊「絵で知る日本史」長篠合戦図屏風』（集英社）

江戸東京博物館に展示されている
六曲一双の江戸図屏風（複製）

出
典
『
週
刊
「
絵
で
知
る
日
本
史
」

聖
徳
太
子
絵
伝
』（
集
英
社
）

絵
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
広
が
る

　
絵
巻
物
や
屏
風
絵
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
絵
を
鑑
賞
す
る
だ
け

で
な
く
、ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
め
る

し
、そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
想
像
が

広
が
る
。

　

絵
巻
物（
絵
巻
）は
巻
物
仕
立
て

の
絵
画
。
多
く
は
絵
と
文
章（
詞
書
）

で
で
き
て
お
り
、寺
の
縁
起
、伝
説
、

経
典
の
説
明
、人
物
伝
や
事
件
な
ど

が
主
な
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

　
屏
風
は
人
目
や
風
を
防
ぐ
室
内
で

の
道
具
だ
が
、贈
答
品
と
し
て
も
使

わ
れ
、織
田
信
長
か
ら
上
杉
謙
信
に

贈
ら
れ
た
と
い
う「
洛
中
洛
外
図
屏

風
」は
、さ
ま
ざ
ま
な「
謎
」を
含
む

も
の
と
し
て
も
有
名
。

時
代
に
入
り
込
も
う

　
絵
巻
物
や
屏
風
絵
か
ら
は
当
時
の

風
俗
や
暮
ら
し
ぶ
り
、
お
祭
り
、
遊

び
、建
物
や
町
の
様
子
な
ど
が
見
て

取
れ
る
。
時
代
の
資
料
と
し
て
非
常

に
重
要
な
も
の
で
、大
げ
さ
に
言
え

ば
、
時
代
考
証
の
資
料
と
も
な
り
、

教
科
書
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
絵
巻
物
の
う
ち
、特
に
中
世
の
時

代
を
知
る
上
で
重
要
と
さ
れ
る
も
の

と
し
て
、
４
大
絵
巻
と
呼
ば
れ
る
、

鳥
獣
人
物
戯
画（
鳥
獣
戯
画
）、実
話

に
基
づ
く
伴
大
納
言
絵
詞
、貴
族
の

風
俗
や
寝
殿
造
り
が
わ
か
る
源
氏
物

語
絵
巻
、独
自
の
構
図
や
東
大
寺
大

仏
殿
の
資
料
と
も
な
る
信
貴
山
縁
起

絵
巻
が
あ
る
。

　
鳥
獣
戯
画
で
は
ウ
サ
ギ
、カ
エ
ル
、

猿
な
ど
、登
場
者
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

姿
に
笑
っ
て
し
ま
う

が
、
碁
や
双
六
な
ど

当
時
の
遊
び
が
わ

か
る〝
仕
掛
け
〟が
あ

る
。
双
六
は
相
当
人

気
だ
っ
た
よ
う
で
、

双
六
に
夢
中
に
な
っ

て
暗
殺
さ
れ
た
人
が

い
た
り
、
賭
け
事
に

も
活
用
さ
れ
た
り
し

て
い
た
。

　

た
だ
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、絵
巻
や
屏

風
で
描
か
れ
て
い
る
時
代
。
描
い
た

時
代
に
注
意
し
な
い
と
間
違
っ
た

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、室
町
時
代

に
作
ら
れ
た「
聖
徳
太
子
絵
伝
」。

太
子
の
伝
説
化
・
神
格
化
は
早
い
時

代
か
ら
進
み
、中
世
の
絵
伝
は
太
子

信
仰
を
広
め
る
点
で
注
目
さ
れ
る

が
、背
景
が
室
町
時
代
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て

自
説
も
展
開
し
て
み
よ
う

　

両
国
の
江
戸
東
京
博
物
館
に
六

曲
一
双
の
江
戸
図
屏
風（
複
製
）が

あ
る
。
明
暦
の
大
火
前（
17

世
紀
前
半
）の
、江
戸
の
町
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

江
戸
城
本
丸
の
外
壁
は
黒
く

描
か
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
で
は
よ
く
白
亜

の
天
守
閣
が
出
て
く
る
が
、

実
際
は
黒
壁
だ
っ
た
。

　

織
田
信
長
の
３
段
鉄
砲
作

戦
で
有
名
な
長
篠
の
合
戦
。

織
田
・
徳
川
連
合
軍
が
、
馬

防
柵
の
内
側
に
３
千
丁
の
鉄

砲
を
３
列（
３
段
）に
配
し

て
、１
千
丁
ず
つ
を
代

わ
る
代
わ
る
一
斉

射
撃
し
、
武
田
の

騎
馬
軍
団
を
撃
破

し
た
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
学
者
の
間
で
、こ
の
説
の
見
直
し

が
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ
て
き
た
が
、

ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
３
段
交
互
の

射
撃
の
有
無
。「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」

（
六
曲
一
隻
、犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵
）

を
見
る
と
、
連
合
軍
側
の
、
鉄
砲
の

数
の
多
さ
は
目
立
つ
が
、３
列
隊
形

で
は
な
い
。

　
絵
画
の
中
に
い
る
人
物
に
な
っ
て

み
て
、絵
巻
や
屏
風
の
中
を
歩
い
て

み
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
想
像

を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
し
、歴

史
好
き
と
し
て
は
、こ
れ
か
ら
の
学

説
の
展
開
も
楽
し
み
に
で
き
る
。

　
図
書
館
で
、さ
ま
ざ
ま
な
絵
巻
物

な
ど
を
見
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
時

代
の
散
歩
を
楽
し
む「
消
夏
法
」
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

～当時の風俗や生活、雰囲気を歩く～

視
覚
が
語
る
歴
史

絵巻物や屏風を楽しむ

２０15年（平成27年） 7月25日第1084号 （12）


